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社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て
（
高
木
）

I
整
理
の
物
的
誤
謬

既
述
の
ー
は
統
計
値
を
整
理
し
、
誘
導
統
計
値
を
求
め
る
場
合
の
形
式
的
誤
謬
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
此
処
で
問
題
と
な
る
誤
謬
は
、

そ
の
物
的
あ
る
い
は
結
合
さ
れ
る
、
又
は
分
離
さ
れ
る
統
計
値
の
背
後
の
統
計
大
量
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
物
的
論
理
の
不
当

性
よ
り
発
生
す
る
誤
謬
で
あ
り
、
む
し
ろ
、

1
の
形
式
的
誤
謬
と
比
ぺ
て
、
よ
り
重
要
な
誤
謬
で
あ
る
0

ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
こ
れ
を
次
の
如

く
細
分
す
る
。

1
、
非
有
機
的
結
合

a
、
時
間
的
結
合
の
誤
謬

b
、
場
所
的
結
合
の
誤
謬

C

、
塁
的
結
合
の
誤
謬

d
、
質
的
結
合
の
誤
謬

2
、
統
計
大
量
の
比
較
と
結
合
の
誤
謬

高

祉
會
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て

木

（

二

）

秀

玄
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一
時
的
（
発
達
の
中
止
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
如
き
）

a
、
外
的
公
分
母
の
非
統
一
性

B
、
不
当
な
内
的
公
分
母

b
、
異
種
大
量
の
誤
れ
る
結
合

a
、
虚
偽
の
環
境
選
択

以
下
、
こ
の
各
々
の
誤
謬
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
見
解
を
述
べ
よ
う
。

a
、
時
系
列
の
構
成
を
な
す
に
当
り
、
そ
の
各
項
は
時
間
の
函
数
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
0

こ
の
際
に
独
立
変
数
と
し
て
の
時
間

の
間
隔
を
ど
の
よ
う
に
と
る
か
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
0

元
来
、
時
系
列
は
経
済
変
動
を
運
動
形
態
に
於
て
分
割
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
限
り
で
「
経
済
的
運
動
の
非
常
に
無
限
の
多
様
性
は
、
あ
る
考
察
さ
れ
る
時
間
的
な
区
分
原
理
に
従
っ
て
多
く
の
根
本
的
に
異
る
連

動
に
分
け
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。

(E.Wagemann• 

Einfiihru
品
in
die 
konjunkturlehre, 
Quelle 
u. 
M
e
y
e
r
,
 Leipzig• 

1
9
2
9
,
 

s. 3
5
)
 

一
、
非
回
帰
的
変
動
（
構
造
に
於
け
る
変
動
）

a
、
連
続
的
（
発
達
即
ち
成
長
や
変
改
）

{
A
、
継
続
的
（
発
達
の
断
続
）

b
、
非
連
続
的

B
、

二
、
周
期
的
変
動

し
か
も
、
彼
の
景
気
の
運
動
形
態
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

ーヽ

B
、
．
無
関
係
な
大
量
の
疑
わ
し
い
結
合

a
、
使
用
し
難
い
公
分
母
の
適
用
の
許
に
於
け
る
同
種
大
量
の
結
合

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
膠
に
つ
い
て

（
高
木
）
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恰
も
、

で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
、

（
高
木
）

経
済
史
の
研
究
者
が
歴
史
の
流
れ
を
世
紀
単
位
に
と
ら
え
る
如
く
、

J
 

ubilaumsprinzip 

非
常
に
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

=
-
、
反
対
運
動
（
鋏
状
運
動
）

経
済
動
学
と
も
い
え
る
屎
気
変
動
論
は
、
経
済
的
時
系
列
を
、
以
上
の
形
態
に
よ
っ
て
、
な
お
、
そ
の
因
果
的
、
相
関
的
な
関
係
に
よ

つ
て
研
究
す
る
一
ケ
の
科
学
で
あ
る
0

重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
唯
、
形
式
的
に
普
通
と
ら
れ
る
五
ケ
年
平
均
又
は
十
ケ
年
平
均
曲
線
の
み

形
式
論
的
な
平
均
の
算
出
が
甚
だ
危
険
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

経
済
的
時
系
を

に
よ
っ
て
長
期
の
単
位
期
間
で
平
掏
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
系
列
の
も
つ
意
味
を
喪
失
せ
し
め
る
の
で
あ
る
°
斯
る
長
期
の
単
位
期
間
の

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
／
て

^
、
継
起
的
運
動
（
い
わ
ゆ
る
ラ
ッ
グ
）

b
、
自
由
律
動
的
（
狭
義
の
景
気
変
動
）

な
お
、
彼
は
周
期
的
変
動
を
そ
の
波
長
の
長
さ
に
よ
っ
て
次
の
如
く
分
類
す
る
。

ィ
、
本
来
の
景
気
循
環
：
…
．
五
年
よ
り
九
年

更
に
、
二
時
系
列
以
上
の
変
動
の
方
向
の
関
係
よ
り
、
次
の
四
運
動
を
区
分
す
る
。

イ
、
同
一
方
向
運
動
（
同
一
弛
度
で
同
一
方
向
の
運
動
）

ロ
、
線
束
的
連
動
（
異
る
強
度
で
同
一
方
向
の
運
動
）

一
、
長
期
動
態
波
動
…
…
... 

-―10
 0
年
よ
り
四

0
0年

ハ
、
短
期
構
造
的
循
環
：
…
．
一
五

0
年
よ
り
三

0
0年

ロ
、
長
期
娯
気
波
動
…
・
・
・
・
・
・
四

0
年
よ
り
六

0
年

a
、
確
定
律
動
的
（
季
節
変
動
）

即
ち
、
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意
義
し
か
有
し
な
い
」
も
の
で
あ
る
。

u
m
,
 1951, 
M
i
i
n
c
h
e
n
,
 S
.
1
3
4
)

殊
~
る
に
、
他
方
、
卸
売
物
価
は
異
常
に
下
降
し
て
い
る
。

．
）
で
あ
っ
た
。

(
K
n
e
g
s
g
e
w
m
n
l
e
r
 

は
第
一
次
大
戦
後
は
上
昇
の
ト
レ
ン
ド
を
示
し
て
い
る
0

即
ち
、

こ
れ
は
、

ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

1
1
6
)

以
上
が
彼
の
い
う
「
度
の
過
ぎ
た
時
間
の
か
き
集
め
」
（
巳
ぼ
rtriebene
Zeitraffung)

に
よ
る
誤
謬
で
あ
る
。

次
に
、
時
間
的
構
成
の
誤
謬
の
第
二
の
も
の
は
、
上
の
逆
の
場
合
で
あ
る
0

即
ち
、
期
間
を
余
り
に
短
期
に
と
り
過
ぎ
る
こ
と
よ
り
発

生
す
る
誤
謬
で
あ
る
0

そ
の
一
は
時
系
列
の
変
動
の
一
種
と
し
て
の
季
節
変
動
と
景
気
変
動
と
を
混
乱
す
る
こ
と
の
誤
謬
で
あ
る
0

元
来
、

季
節
変
動
は
一
ケ
年
を
単
位
期
間
と
し
て
と
る
と
き
、
季
節
的
に
一
定
の
変
動
の
型
を
示
す
も
の
で
あ
る
0

時
系
列
の
単
位
期
間
を
余
り

に
短
く
と
る
と
き
、
こ
れ
と
普
通
の
景
気
変
動
と
を
混
同
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

い
わ
ば
、

一
種
の
金

一
九

(E. 
W
a
g
e
m
a
n
n
,
 
Narrenspiegel 
d
e
r
 Statistik, 
1950, 
S. 

ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
経
済
の
構
造
変
化
と
景
気
の
発
展
と
の
間
に
区
別
を
つ
け
る
こ
と
の
困
難
さ
を
指
摘
す
る
0

た
と
え
ば
、

八
九
五
年
よ
り
一

jL-
―1
0年
の
間
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
工
業
生
産
活
動
と
卸
売
物
価
と
を
対
比
し
て
み
る
に
、

平
均
に
よ
る
統
計
を
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は

J
 u
b
i
l
a
u
m
s
s
t
a
t
i
s
t
i
k
と
い
ろ
つ
。

社
会
統
計
に
附
き
錨
う
誤
謬
に
つ
い
て
（
高
木
）

工
業
生
産
活
動

ア
メ
リ
カ
こ
そ
偉
大
な
る
「
戦
争
成
金
」

(E. 
W
a
g
e
m
a
.
t甘、

B
e
r
i
i
h
m
t
e
D
e
n
k
f
e
h
l
e
r
 d
e
r
 Nationalokonomie, 
E
i
n
 
Kritisches 
Repetitoriー

正
し
く
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
な

(E. 
W
g
e
m
a
n
n
,
 Narrenspiegel 
d
e
r
 Statistik, 
S. 
1
1
8
)

即
ち
、

工
業
生
産
物
ト
レ
ン
ド
の
上

昇
は
信
用
量
の
激
し
い
拡
大
が
も
た
ら
し
た
巨
大
資
本
の
蓄
積
、
そ
の
国
の
個
有
の
経
済
力
よ
り
雪
崩
れ
の
如
く
成
長
し
、
人
口
の
広
い

層
に
ま
で
工
業
生
産
物
の
消
費
を
許
し
、
大
衆
の
奢
俊
に
ま
で
発
展
し
た
所
得
額
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

経
済
の
驚
異
」

(
a
m
e
r
i
k
a
n
i
s
c
h
e
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
w
a
n
d
e
r
n
)
と
も
称
せ
ら
れ
る
経
済
構
造
の
変
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
0

然
る
に
、

五
年
よ
り
一
九
二
八
年
に
至
る
期
間
の
卸
売
物
価
の
時
系
列
の
下
降
は
、
戦
時
中
の
物
価
騰
貴
ー
ー
ー
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ー
ー
ー
ヘ
の
逆
作
用
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
0

即
ち
、
前
者
が
構
造
変
動
で
あ
る
に
対
し
て
、
後
者
は
文
字
通
り

四

「
ア
メ
リ
カ
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と
し
、

r

つ。

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
膠
に
つ
い
て

（
高
木
）

ヽ

の
景
気
変
動
で
あ
る
0

以
上
の
事
実
を
考
慮
せ
ず
、
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
分
析
は
、

誤
謬
の
一
種
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

b
、
場
所
的
構
成
の
誤
謬

統
計
系
列
を
場
所
的
に
構
成
す
る
こ
と
が
如
何
な
る
意
義
を
有
し
、

の
問
題
で
あ
る
。
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
経
済
学
は

「
国
民
経
済
的
地
域
研
究
」

分
類
し
た
。

五

(
K
a
r
l
 
L
a
品
e
"
B
色
eutet
M
a
s
c
h
i
n
e
n
a
u
s
f
u
h
r
 

以
下
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
説
く
所
を
述
べ
よ

こ
れ
又
、
時
間
的
構
成
の
実
体
的

か
つ
、
そ
れ
に
如
何
な
る
誤
謬
が
附
き
纏
う
か
、
こ
れ
が
此
処
で

「
世
界
経
済
的
景
気
変
動
理
論

(weltwirtschaftliche
K
o
n
j
u
n
k
t
u
d
e
h
r
e
)

と

）
の
二
部
門
よ
り
成
つ
て
い
る
0

以
上
よ
り
地
球
上
の
諸
国
民

(・volkswirtschaftliche 
Regionalfor費
"
h
u
n
g
 

経
済
と
そ
の
景
気
変
動
の
諸
類
型
を
分
類
す
る
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
0

故
に
場
所
的
研
究
が
不
可
鉄
の
も
の
と
な
っ
て
く

る
0

然
る
に
、
此
の
場
合
に
も
、
次
の
如
き
「
道
化
鏡
」

(
D
e
r
Vexierspiegel)
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
0

即
ち
、

域
の
恣
意
的
綜
合
把
握
と
、
与
え
ら
れ
た
場
所
的
限
界
の
誤
れ
る
解
釈
と
が
こ
れ
で
あ
る
。

固
経
済
的
地
域
の
恣
意
的
綜
合
把
握

゜

カ
ー
ル
・
ラ
ン
ゲ
は
一
九
三
一
年
に
機
械
輸
出
は
、
国
民
経
済
的
に
何
時
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
有
利
で
あ
る
こ
と
を
立
証
せ
ん

一
八
九
七
年
の
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
及
び
彼
に
追
縦
す
る
ボ
ー
レ
ー
、
ア
ド
ル
フ
・
ワ
グ
ナ
ー
、
ゾ
ン
ベ
ル
ト
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
バ

ル
フ
ォ
ア
ー
、
ア
ッ
シ
ュ
レ
ー
等
が
主
張
す
る
「
生
産
手
段
の
輸
出
は
、
国
民
経
済
的
に
自
殺
を
意
味
す
る
」
と
い
う
理
念
に
反
撃
を
加

え
ん
と
し
た
。
こ
の
際
に
、
ラ
ン
ゲ
は
諸
国
貿
易
高
を
次
の
如
く
比
較
し
た
の
で
あ
る
。

a
、
経
済
的
地

wirtschaftlichen 
S
e
l
b
s
t
m
o
r
d
●
 

W
i
r
t
s
c
ぼ
ftsdienst,
X
V
I
.
 
Jahrgang, 
H. 2
6
.
 
6
.
 
1
9
3
1
,
 
S. 
110! ー
）
即
ち
、
彼
は
次
の
三
グ
ル
ー
プ
に
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を
唯
、
統
計
的
に
証
明
す
る
た
め
に
、

恣
意
的
に
綜
合
す
る
こ
と
は
、

又、

そ
れ
が
形
式
的
に
許
さ
れ
た
と
し
て

故
に
異
る
傾
向
を
表
す
の
で
あ

が
属
し
、
更
に
第
三
グ
ル
ー

第
一
グ
ル
ー
プ
に
は
中
国
(
-
九
二
八
年
度
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

高
度
工
業
化
国

第
一
グ
ル
ー
プ

第
ニ
グ
ル
ー
プ

第
三
グ
ル
ー
プ

ル
ク
）
が
属
し
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
に
は
ロ
シ
ャ
（
二
五
マ
ル
ク
）
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
(
-
四
0
0
マ
ル
ク
）

プ
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
三
六
〇
マ
ル
ク
）
及
び
オ
ラ
ン
ダ

(
1
0
0
0
マ
ル
ク
）
が
属
す
る
。
な
お
、
ラ
ン
ゲ
は
各
グ
ル
ー
プ
の
平
均
を

求
め
、
第
一
グ
ル
ー
プ
は
第
三
ゲ
ル
ー
プ
の
知
に
も
足
ら
ず
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
約
桧
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し
た
0

同
様
に
彼
は
第

―
-
、
三
グ
ル
ー
プ
の
機
械
輸
入
は
同
一
水
準
を
示
し
、
第
一
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
稀
に
過
ぎ
な
い
と
の
結
論
へ
到
達
し
た
。
こ
れ
よ
り
、
発

展
的
工
業
化
国
の
機
械
輸
入
は
平
均
し
て
、
外
国
貿
易
の
国
民
一
人
当
り
の
額
を
次
第
に
高
め
る
と
の
結
論
を
導
き
出
し
た
0

斯
る
傾
向

は
、
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
諸
国
の
平
均
に
つ
い
て
の
み
妥
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
形
式
的
に
の
み
成
立
す
る
結
論
で
あ
る
。

然
る
に
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
現
実
に
は
、
斯
る
結
論
は
何
事
を
も
語
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
0

た
と
え
ば
、

等
の
第
ニ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
国
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
及
び
＝
ュ
ー
ジ
ラ
ン
等
と
そ
の
全
体
の
経

済
構
造
と
い
う
点
で
全
く
異
る
の
で
あ
る
0

な
お
、
第
一
1

ー
グ
ル
ー
プ
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
を
と
り
出
し
て
み
る
0

そ
の
外
国
貿
易
額
を
語
る
数

字
は
、
こ
の
国
特
有
の
「
通
過
輸
送
」
の
た
め
他
と
異
る
非
類
型
的
性
格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

る
0

斯
く
し
て
、
ワ
ー
ゲ
マ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
ゲ
の
手
続
に
よ
る
と
、

ロ
シ
ャ
、

ル
ー
マ
＝
ー
ヤ

れ
て
お
り
、
外
国
貿
易
の
変
動
の
文
字
通
り
の
全
体
的
傾
向
を
統
計
的
に
指
摘
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
0

即
ち
実
体
的
に
異
る
各
国

甚
だ
危
険
で
あ
り
、

発
展
的
工
業
化
国

初
期
工
業
化
国

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て
（
高
木
）

一
人
当
り
の
外
国
貿
易
届
は
一
五
マ
ル
ク
）

及
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
二
五
〇
マ

以
上
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
部
分
的
に
は
、
恣
意
的
に
形
成
さ

六



99 

社
会
統
計
に
附
き
繍
う
誤
謬
に
つ
い
て
（
高
木
）

適
当
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
0

即
ち
、

も
、
実
体
的
性
格
を
無
視
す
る
限
り
、

b
、
与
え
ら
れ
た
場
所
的
限
界
の
誤
れ
る
解
釈

誤
っ
た
綜
合
に
よ
る
の
み
な
ら
ず
、
場
所
の
分
類
が
不
充
分
に
行
わ
れ
る
時
も
―
つ
の
「
戯
画
」

七

(
Z
e
r
b
i
l
d
)

が
生
じ
て
く
る
。

W
a
g
e
m
a
n
n
,
 ibiid. 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
2
1
)

即
ち
政
治
的
又
は
地
理
的
に
興
え
ら
れ
た
領
域
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
異
る
面
積
は
、
常
に
必
ず
し

も
直
ち
に
相
互
に
比
較
さ
れ
な
い
0

た
と
え
ば
、

ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
、
輸
出
が
国
民
所
得
の
う
ち
で
い
か
ほ
ど
の
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
か

(
E
.
 W
a
g
e
m
a
n
n
,
 S
t
r
u
k
t
u
r
 u
n
d
 R
h
y
t
h
u
m
u
s
 d
e
r
 Weltwirtschaft, 
Berlin, 1
9
3
1
)
;
 

こ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
、
次
大
戦
後
の
合
衆
国
の
輸
出
高
は
、
国
民
所
得
高
に
則
し
て
測
定
す
れ
ば
、

ト
に
過
ぎ
な
い
°
更
に
、
同
じ
広
さ
の
経
済
地
域
を
比
較
す
る
た
め
に
、
全
ョ
ー
ロ
ッ
．
〈
の
外
国
貿
易
額
の
約
六

O'<
1
セ
ン
ト
を
占
る

ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
諸
国
の
外
国
貿
易
額
を
除
去
し
て
比
較
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

斯
く
す
る
こ
と
に
依
り
、
合
衆
国
と
全
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾

が
、
合
衆
国
及
び
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
諸
国
が
、
合
衆
国
及
び
ョ
ー
ロ
ッ
。
〈
以
外
の
諸
国
と
の
外
国
貿
易
額
が
国
民
所
得
に
於
て
占
め
る
割
合
を
埒

き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
0

斯
る
判
断
は
果
し
て
正
し
い
か
0

ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
「
与
え
ら
れ
た
場
所
的
限

界
の
誤
れ
る
解
釈
」
で
あ
る
。
け
だ
し
、
上
述
の
如
く
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
を
全
体
視
す
る
こ
と
、
更
に
、
世
界
市
場
を
単
一
視
す
る
こ
と
は
不

ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
と
い
う
地
理
的
単
位
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
国
民
経
済
的
単
位
と
を
比
較

フ
ラ
ン
ス

グ
レ
ー
ト
・
プ
リ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ド
・
イ
ツ

一
九
一
三
年

二
0
一
九
一'-三七

一
九
二
八
年

一
六二―
ー
ニ
六

一
八」ヽ

I

ノ

を
、
次
の
如
く
示
す
。

一
種
の
誤
謬
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
全
体
の
四

o・^
1
セ
ン

(
E
.
 



100 

此
処
で
の
質
的
構
成
と
、
後
述
す
る
量
的
構
成
と
が
、
物
的
構
成
に
統
一
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

成
の
み
が
物
的
性
格
左
有
す
る
の
で
あ
る
。
＜
わ
し
く
い
え
ば
、
物
的
標
識
に
よ
る
総
大
量
の
部
分
大
量
へ
の
分
類
の
ク
ラ
イ
テ
リ
オ
ン

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
限
り
で
上
述
の
概
念
の
分
類
と
一
致
す
る
0

故
に
そ
れ
に
限
き
縄
う
誤
謬
は
既
述
の
そ
れ
と
一
致
す
る
°
更

に
、
総
大
量
の
物
的
分
類
は
、
調
査
技
術
の
性
格
に
関
聯
す
る
。

し
て
経
営
調
査
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
質
的
分
析
は
＾
住
宅
調
査
に
基
づ
く
家
屋
営
業
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
補
充
さ

れ
る
0

家
屋
営
業
と
い
う
場
合
、
恰
も
商
業
が
、
そ
の
商
品
を
貯
え
、
か
つ
配
給
す
る
と
全
く
同
様
に
「
家
屋
を
設
営
し
、
か
つ
消
費
者

に
配
分
す
る
た
め
に
、
家
屋
建
築
の
生
産
物
、
即
ち
住
宅
が
払
わ
れ
る
家
屋
所
有
お
よ
び
家
屋
の
管
理
を
理
解
す
る
」
と
の
定
義
の
許
で

行
わ
れ
た
ド
イ
ツ
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
け
だ
し
、
人
が
居
住
す
る
か
ら
、
そ
の
国
民
経
済
的
機
能
は
、
正
し
く
私
経
済
的
な
財
産
管
理
の

一
部
分
と
考
え
ら
れ
る
故
に
、
国
民
生
産
高
の
五
。
＾
ー
セ
ン
ト
か
ら
一

0
。
＾
ー
ン
ト
ま
で
の
価
値
の
創
造
を
以
て
参
加
し
て
い
る
0

斯
る

家
屋
の
私
経
済
的
な
財
産
管
理
は
、
普
通
に
は
副
業
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
故
に
、
そ
の
調
査
は
非
常
に
困
難
と
な
つ
て
く
る
の
は
当
然
で

ホ
テ
ル
や
下
宿
業
の
調
査
に
於
け
る
如
く
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
経
営
調
査
に
居
住
利
用
の
設
営
が
現
れ
て
く
る
場
合
に
は
、
そ

れ
は
、
経
営
活
動
の
単
な
る
一
部
分
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
0

即
ち
、
等
し
く
「
家
屋
」
と
い
つ
て
も
、
単
な
る
居
住
用
の
家
屋

あ
り
、

す
る
時
の
娯
謬
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
。

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
難
い
こ
と
で
あ
る
0

然
る
に
、
こ
の
種
の
誤
謬
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

C

、
質
的
構
成
の
誤
謬

わ
れ
わ
れ
は
、
既
に
「
統
計
大
量
の
誤
れ
る
形
成
」
及
び
「
統
計
大
量
の
表
現
の
誤
謬
」
の
筒
処
に
於
て
、
大
量
が
経
験
概
念
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
統
計
大
量
の
物
的
構
造
が
論
理
的
概
念
の
分
割
と
相
関
性
を
有
す
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
相
関
性
を
欠
如

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て

（
高
木
）

(
E
.
 Wagemann• 

i
b
i
d
,
 

a. 
a. 
o. 
s. 
1
2
2
)

た
と
え
ば
、

ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
質
的
構

八

斯
る
試
み
と
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社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て

d
、
量
的
構
成
の
誤
謬

（
高
木
）

故
に
非
営
利
的
な
家
屋
と
経
営
調
査
の
対
象
と
な
る
家
屋
と
は
、
質
的
に
は
別
の
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
を
混
同
す
る
こ
と
は
、
結
果
と
し

て
の
統
計
そ
の
も
の
の
誤
謬
を
来
す
の
で
あ
る
。

既
述
の
統
計
大
量
の
表
現
の
誤
謬
の
第
二
の
も
の
で
あ
る
統
計
の
解
釈
の
誤
謬
の
う
ち
、
形
式
的
分
布
お
よ
び
分
散
度
の
誤
謬
の
箇
所
、

故
に
わ
れ
わ
れ
の
順
序
で
い
え
ば
、

A
I
加
に
於
て
既
に
量
的
標
識
に
於
て
大
量
を
と
ら
え
、
か
つ
、
そ
の
構
成
を
分
析
し
、
綜
合
す
る

場
合
の
誤
謬
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
見
解
の
一
端
を
述
べ
て
お
い
た
0

此
処
で
は
、
量
的
標
識
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
統
計
の
利
用

わ
れ
わ
れ
は
種
々
の
量
的
標
識
に
よ
っ
て
、
総
大
量
を
種
女
の
方
向
よ
り
分
類
し
、
部
分
大
塁
を
構
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
0

た
と
え

ば
、
租
税
統
計
に
よ
っ
て
と
ら
れ
る
と
異
る
所
得
階
級
に
よ
っ
て
国
民
所
得
を
階
層
別
け
す
る
が
如
き
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
0

こ
の
際
に

次
の
如
き
統
計
的
な
困
難
性
又
は
誤
謬
の
危
険
性
が
み
ら
れ
る
0

即
ち
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

ラ
ン
ス
は
、
斯
る
誤
用
の
例
の
宝
庫
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
公
的
予
算
案
は
更
に
一
層
豊
富
な
宝
庫
で
あ
る
。
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
る

'
一
定
の
支
出
項
目
を
出
来
る
だ
け
小
さ
く
み
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
う
う
ち
の
大
き
な
部
分
を
他
の
項
目
に
加
え
る

こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
あ
る
」

(E.
W
a
g
e
m
a
n
n
 `
 
i
b
i
d
 

`
 

に
総
予
算
の
質
的
分
類
で
あ
る
が
、

に
附
き
罷
う
誤
謬
を
問
題
と
す
る
。

a. 
a. 
o. 
a. 
1
2
3
)

即
ち
、

家
」
と
い
う
「
外
套
」
を
被
せ
て
堂
女
と
誤
魔
化
し
を
や
つ
て
の
け
る
と
い
う
の
で
あ
る
0

総
予
算
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
ば
か
り
で

時
間
的
構
成
、
場
所
的
構
成
、
質
的
構
成
お
よ
び
量
的
構
成
の
誤
謬
と
い
う
の
は
、

な
く
、
誤
魔
化
し
は
各
支
出
項
目
間
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
0

尤
も
、
こ
の
際
に
注
意
す
べ
き
は
、
各
支
出
項
目
は
明
白

彼
で
は

s
a
c
h
l
i
c
h
e
G
l
i
e
d
e
r
u
n
g
と
い
う
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
0

要
す
る
に
、
既
述
の

い
づ
れ
も
そ
の
構
成
の
原
理
の
非
論
理
性
、
非
現
実

こ
の
よ
う
に
し
て
、

九

党
政
策
上
の
目
的
に
「
国

「
正
さ
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
的
べ
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B
、
何
等
の
関
係
も
な
い
大
量
の
疑
わ
し
い
比
較

⑪
異
種
大
量
の
誤
っ
た
比
較

固
使
用
し
難
い
公
分
母
を
適
用
し
て
の
同
種
大
量
の
比
較

ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
、
こ
れ
を
次
の
如
く
に
細
分
類
す
る
。

性
に
基
づ
く
よ
う
な
誤
謬
で
あ
り
、
そ
の
い
づ
れ
も
、
そ
の
構
成
が
現
実
に
即
応
せ
ず
、
納
得
出
来
な
い
原
則
又
は
標
識
に
よ
る
こ
と
の

誤
謬
で
あ
る
。

2
、
統
計
大
量
の
比
較
と
組
合
せ
の
誤
謬

統
計
の
利
用
の
重
要
な
段
階
は
、
二
つ
又
は
そ
れ
以
上
の
統
計
大
量
の
比
較
と
組
合
せ
の
そ
れ
で
あ
る
0

な
お
、
斯
る
手
続
の
結
果
を

し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
各
種
の
統
計
的
比
率
を
得
る
の
で
あ
る
0

故
に
、
此
処
で
わ
れ
わ
れ
が
述
べ
る
こ
と
の
内
容
は
、
統
計
的
比
率
に
附

き
纏
う
一
連
の
誤
謬
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

I
の
1
、
⑮
に
於
け
る
統
計
的
平
均
値
の
誤
謬
に
対
応
し
、
両
者
を
綜
括
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
誘
導
統
計
値
に
附
き
纏
う
誤
謬
の
体
系
を
樹
立
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

a
、
外
的
公
分
母
の
非
統
一
性

B
、
不
当
な
内
的
公
分
粒

“
‘
虚
偽
の
環
境
選
択

以
下
、
こ
の
各
父
に
つ
い
て
ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
見
解
に
つ
い
て
、
彼
の
挙
げ
る
例
に
よ
り
つ
4
展
開
し
よ
う
。

ま
づ
、
彼
の
い
う
「
公
分
母
」
と
は
一
体
、
い
か
な
る
論
理
的
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
0

彼
に
よ
れ
ば
「
わ
れ
わ
れ
が
統
計
大

量
を
相
互
に
比
較
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

わ
れ
わ
れ
が
結
合
さ
る
べ
き
諸
数
を
共
通
の
根
拠
へ
も
た
ら
し
て
理
解
す
る
場
合
に
の
み
、

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謳
に
つ
い
て

（
高
木
）

1
0
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き
は
、

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て

ワ
ー
ゲ
マ
ン
が
再
三
、

（
高
木
） 尺

度
単
位
と
統
計
単
位
と
は
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、

2
、
各
異
種
大
獄
は
次
の
如
く
組
合
さ
れ
る
。

⑮
内
的
公
分
母

固
外
的
公
分
母

一
国
の
面

比
較
が
達
成
さ
れ
る
。
同
種
大
撒
を
取
扱
う
の
で
あ
る
か
、
異
種
大
量
を
取
扱
う
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
こ
へ
通
ず
る
道
は
異
る
」

と
い
い

(
E
.

Wagemann, i
b
i
d
,
 

a. 
a. 
o. 
s. 
1
2
3
)

次
の
各
場
合
を
列
挙
す
る
。

1
、
各
同
種
大
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
の
経
験
的
、
具
体
的
な
尺
度
単
位
で
あ
る
公
分
掲
に
よ
っ
て
比
較
さ
れ
る
0

即
ち
、
そ
れ
に
よ

つ
て
大
量
が
把
握
さ
れ
る
「
奥
行
き
」
(
T
i
e
f
e
)

に
従
つ
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

固
あ
る
大
獄
を
他
の
大
量
の
尺
度
単
位
へ
換
元
す
る
こ
と
に
よ
る
。

⑮
共
通
の
抽
象
的
な
、
無
名
数
に
よ
る
尺
度
単
位
（
た
と
え
ば
、
指
数
の
某
準
）
に
よ
る
。

元
来
、
公
分
侃
と
い
う
の
は
「
―
つ
の
抽
象
的
な
大
き
さ
」
で
あ
り
、
異
る
分
数
の
分
母
の
最
小
公
倍
数
で
あ
る
。
こ
の
際
、
注
意
す
べ

強
調
す
る
如
く
、

あ
る
一
国
の

面
積
は
一
定
の
数
で
、
し
か
も
尺
度
単
位
で
表
現
さ
れ
る
し
、
又
、
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
0

人
口
も
数
字
で
表
現
さ
れ
る
0

し
か

も
統
計
大
量
と
い
う
形
を
と
つ
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
際
に
面
積
の
場
合
は
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
又
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
表
現
が
と

ら
れ
る
0

即
ち
面
積
は
こ
の
尺
度
単
位
で
測
定
さ
れ
る
0

併
る
に
、
人
口
は
測
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
一
人
一
人
が
統
計
単
位
を
な
す
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
面
積
単
位
は
任
意
に
決
定
さ
れ
る
技
術
的
単
位
で
あ
り
、

積
は
各
地
方
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
面
積
は
統
計
単
位
を
形
成
す
る
0

け
だ
し
、
そ
れ
が
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
よ
つ
て
測

定
さ
れ
、
尺
度
単
位
に
分
た
れ
、
個
K

の
地
方
に
使
用
さ
れ
る
―
つ
の
公
分
母
に
結
合
さ
れ
る
°
各
大
量
に
共
通
な
経
験
的
、
具
体
的
尺
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1
0
0
 

1
 
JI 

2
 J] 

1
0
0
 

S_ij 
9
4
 

4
H
 

9
4
 

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
価
格
の
時
系
列
を
考
え
る
0
.

統
計
学
的
に
は
、
相
異
る
部
分
大
量
を
―
つ
の
総
大
量
に
組
立
て
る
こ
と
に
よ
り
成
る
0

な
お
、
次
に
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
る
外
的
公
分
母

と
内
的
公
分
母
と
の
区
別
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
0

上
述
の
上
位
概
念
を
「
類
概
念
」
公
ぶ
ttungsbegriffe)

と
称
し
、

隷
属
す
る
概
念
を
「
種
概
念
」
と
称
す
る
な
ら
ば
、
．
同
一
の
外
的
公
分
母
を
有
す
る
大
量
を
「
類
同
大
量
」
（
阻
t

日＇

§
g
l
e
i
c
h
e
 M
a
 
m
器
n)
と
称
し
、
同
一
の
内
的
公
分
母
を
有
す
る
大
量
を
「
種
同
大
量
」

(
a
r
t
g
l
e
i
c
h
e
・
M
a
s器
n)
と
称
す
る
。

(
E
.
W
a
g
e,
 

ー
•

ibid 
`
 
a. 
a. 
o. 
s. 

124)
こ
れ
だ
け
の
予
備
概
念
の
許
で
上
述
の
細
分
類
の
説
明
へ
進
む
こ
と
に
す
る
。

a
、
即
ち
外
的
公
分
母
が
非
統
一
的
な
る
場
合
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
生
産
者
価
格
を
卸
売
価
格
で
す
り
か
え
る
よ
う
な
場
合
で
あ

「
公
分
母
を
以
て
す
る
誤
れ
る
遊
戯
」

(
F
a
l
s
c
h
e
s
Spiel 
m
i
t
 d
e
m
 G
 g
 
e
r
a
l
n
e
n
n
e
r
)
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
0

即
ち
、

る
こ
と
よ
り
成
立
す
る
統
計
的
誤
謬
」
で
あ
る

(
E
.W~gemann, 

ibid, 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
3
0
)

政
府
統
計
に
於
て
も
、
こ
の
統
一
的
な
尺
度

の
統
一
性
が
保
れ
ず
、
ト
ン
と
二
百
斤

(
E点
邑
器
n
ger). 
が
混
乱
し
て
使
用
さ
れ
た
り
総
重
量
と
純
重
量
と
が
混
同
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
公
分
母
の
混
乱
と
混
同
の
例
を
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
価
格
統
計
と
生
産
統
計
と
よ
り
と
る
。

価
格
統
計
よ
り
の
例

「
た
と
え
、
そ
れ
が
、
現
実
に
そ
う
で
な
い
に
も
拘
ら
ず
、

一
見
し
て
統
一
的
な
尺
度
に
よ
っ
て
、
相
異
る
諸
大
量
を
同
種
の
も
の
と
す

り
、
此
処
に
、

a
、

(Artbegriffe) 

5
A
 

9
4
 

一
、
二
月
•1
0
0で
あ
っ
た
価
格
が
、
三
月
よ
り
九
四
へ
と
下
降
し
た
0

然
る
に
、
三
月
に
は
商
品
X

の
カ
ル
テ
ル
が
行
わ
れ
、
よ
り

度
単
位
は
、
相
異
る
概
念
を
―
つ
の
上
位
概
念
に
結
合
す
る
、

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
膠
に
つ
い
て

（
高
木
）

そ
れ
に
下
位
的
に

こ
の
よ
う
な
公
分
母
を
導
入
す
る
に
際
し
て
と
ら
れ
る
論
理
的
手
続
は
、
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（
高
木
）

す
る
生
産
統
計
よ
り
労
仇
者
一
人
当
り
の
年
生
産
高
を
次
の
如
く
算
出
す
る
。

低
廉
な
生
産
費
で
生
産
さ
れ
る
劣
等
品
質
の
商
品
が
販
売
さ
れ
た
と
す
る
0

然
る
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
斯
る
品
質
の
変
化
を
価
格
系
列
よ

り
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

も
し
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
五
ケ
月
の
公
分
母
た
る
性
格
を
失
う
の
で
あ
る
0

そ
の
た
め
、

に
も
、
三
、
四
、
五
月
同
様
の
劣
等
品
質
の
価
格
を
持
つ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

そ
の
結
果
、
次
の
如
き
数
値
を
得
る
。

こ
れ
よ
り
、
カ
ル
テ
ル
は
価
格
を
低
廉
と
し
た
の
で
な
は
く
、
む
し
ろ
騰
貴
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

生
産
統
計
よ
り
の
例

次
に
、
公
分
母
の
「
す
り
か
え
」
は
、
総
生
産
高
と
純
生
産
高
と
を
と
り
か
え
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
0

ワ
ー
グ
マ
ン
は
ソ
聯
の
発
表

炭

坑

綿

業

機
械
工
業

化
学
工
業

し
か
も
、

三
、
七
五
0
ル
ー
プ
ル

九
、
0
0
0
~

ー
プ
ル

―
-
、
四
0
0
~

ー
プ
ル

一
九
、
九
0
0
ル
ー
プ
ル

ゾ
聯
に
於
け
る
工
業
生
産
力
は
、

一
九
二
九
年
よ
り
一
九
一
1

一
八
年
の
九
年
間
に
一

0
0よ
り
二
二
三
に
上
昇
し
た
と
い
う
計
算

結
果
が
公
表
さ
れ
た
が
、
現
実
に
は
僅
か
一
四
六
に
ま
で
上
昇
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
0

然
る
に
、
上
述
の
高
い
生
産
活
動

の
輝
し
い
発
展
は
一
体
、
い
か
な
る
根
拠
よ
り
出
現
し
た
の
で
あ
る
か
？
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
型
の
比
較
的
高

い
総
生
産
高
を
有
す
る
産
業
部
門
へ
の
工
業
活
動
の
伸
張
は
、
高
め
ら
れ
た
純
生
産
高
、
故
に
、
改
善
さ
れ
た
労
佑
力
の
証
明
に
役
立
つ

に
相
違
が
な
い
」
か
ら
で
あ
る
、

(E.

Wagemann, ib
i
d
,
 

a. 
a. 
o. 
s. 
1
3
1
)

そ
こ
で
、
上
述
の
各
部
門
別
の
労
仇
者
一
人
当
り
の
生
産
力

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
膠
に
つ
い
て

1
 J.I 

8
8
 

2J.1 

8
8
 

3~ 
9
4
 

4J.I 

9
4
 

5~ 
9
4
 

一
、
二
月
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(
E
.
 
W
a
g
e
m
a
n
n
,
 ibid. 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
2
7
)
 

価
格
関
係
は
奴
用
量
の
間
接
的
な
尺
度
に
過
ぎ
な
い
。

を
表
よ
り
理
解
さ
れ
る
通
り
、
化
学
工
業
と
機
械
工
業
と
が
ソ
聯
の
綜
合
経
済
内
に
於
て
重
要
な
も
の
と
な
つ
て
い
る
が
、
な
る
ほ
ど
、

平
均
生
産
力
は
統
計
的
に
は
高
く
な
つ
て
い
る
が
、
斯
る
結
論
は
「
す
り
か
え
ら
れ
た
公
分
母
」
に
よ
つ
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
「
外

的
に
は
識
別
し
難
い
尺
度
単
位
の
混
同
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
0

即
ち
他
の
二
産
業
と
比
し
て
化
学
工
業
、
機
械
工
業
で
は
、
二
重
計
算

が
行
わ
れ
易
い
か
ら
で
あ
る
0

斯
る
部
門
へ
経
済
政
策
の
重
点
を
置
き
、
か
つ
、
二
重
計
算
を
行
っ
た
が
た
め
の
結
論
で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
E
.
W
a
g
e
m
a
n
n
,
 ibid. 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
3
1
)
 

ノヽB
不
当
な
内
的
公
分
母

c
 
た
と
え
ば
、

カ
ロ
リ
ー
を
栄
養
価
値
単
位
と
し
て
と
る
が
如
き
誤
謬
で
あ
る
0

此
処
で
ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
「
食
糧
餓
饉
の
法
則
」

(
D
a
s

Gesetz 
der Lebensmittelteuerung)
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
0

彼
に
よ
れ
ば
、

食
糧
経
済
の
領
域
で
の
統
計
的
研
究
を
行
う
場
合
に
は
カ
ロ
リ
ー

が
栄
養
単
位
と
し
て
、
即
ち
炊
用
量
の
単
位
と
し
て
と
ら
れ
る
0

然
る
に
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
カ
ロ
リ
ー
を
内
的
公
分
母
と
す
る
こ
と
に
次

の
如
き
理
由
で
反
対
す
る
。

一
定
の
前
提
の
許
で
は
、

「
単
に
、
そ
の
生
理
学
的
な
燃
焼
価
値
の
み
が
、
あ
る
食
糧
の
栄
養
価
値
に
決
定
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
鉱
塩
や
ビ
ク

t
ン
が
計
算
に
入
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
中
の
蛋
白
質
が
現
れ
て
こ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
」

(E.
W
a
g
e
m
a
n
n
.
 ibid. 
a. 
a. 
os. 1
2
7
)

然
る
に
、
戦
時
中
に
は
カ
ロ
リ
ー
計
算
が
特
に
重
要
と
な
つ
て
来
る
。

(E.
W
a
g
e
m
a
 ,
 

g
 ,
 
Die 
Lebesmittelsteuerung 
u
n
d
 ihre 
GesetzmaBiggkeite, In Sclmiollers Jahrbuch, 1
9
1
9
 `
 
s. 
1
2
1
£
£
)

結
内
に
、

一
九
一
四
年
よ

り
一
八
年
に
至
る
食
糧
封
鎖
さ
れ
た
ド
イ
ツ
で
は
、
食
糧
品
価
格
は
「
栄
養
価
値
に
従
う
価
格
相
殺
の
法
則
」
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
0

即
ち
、
餓
餓
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
食
糧
品
価
格
は
カ
ロ
リ
ー
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
0

何
故
な
れ
ば
、
消
費
者
は
最
小

の
貨
幣
支
出
で
以
て
最
大
の
栄
養
価
値
を
得
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
0

極
端
に
い
え
ば
、
最
も
重
要
な
含
水
炭
素
で
あ
る
馬
鈴
薯
、
．
穀
粉
、

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て
（
高
木
）

一
四



107 

社
会
統
計
に
附
き
継
う
誤
謬
に
つ
い
て

⑮
異
種
大
撼
の
誤
れ
る
結
合

（
高
木
）

五
人
家
族
の
余
り
豊
で
な
い
労
仇
者
の
世
帯
で
は
、

一
九
一
四
年
四
月
で
は
、

一
五

（
姫
川
博
士
、
統
計
利
用
に
於
け
る
某
本
問
題
）

な

ヒ、 づい
て
、

1
0
0
 0
カ
ロ
リ
ー
に
つ
い
て
一
七
ペ
ー
＝
ッ

食
糧
品
の
物
価
指
数
は
、

砂
糖
は
カ
ロ
リ
ー
に
従
っ
て
同
一
の
価
格
を
と
る
結
果
に
な
る
0

別
の
例
と
し
て
、
戦
前
で
は
、
最
も
安
価
な
豚
肉
の
価
格
が
最
も
高
価

と
な
る
の
で
あ
る
0

な
お
、
彼
は
こ
の
カ
ロ
リ

1
計
算
が
経
済
関
係
を
説
明
す
る
の
に
い
か
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
か
を
次
例
で
明
ら

一
九
一
四
年
よ
り
一
八
年
の
期
間
以
前
に
ド
イ
ツ
で
の
食
糧
支
出
は
一
六

0
億
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
体
、

八
0
兆
カ
ロ
ー
リ

の
食
糧
消
費
に
値
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
一

0
0
0
カ
ロ
リ
ー
の
値
は
、
二

0
ペ
ー
＿
一
ッ
ヒ
と
な
る
0

戦
争
餓
餓
に
よ
っ
て
、
食
糧
支
出

は一―

-
0
0
億
マ
ル
ク
ヘ
と
増
大
し
、
同
時
に
、
使
用
し
得
る
食
糧
は
約
六
五
兆
カ
ロ
リ
ー
ヘ
と
減
少
し
た
。
こ
れ
よ
り
一

0
0
0
カ
ロ
リ

ー
の
値
が
四
六
ペ
ー
＝
一
ッ
ヒ
と
な
っ
た
0

直
接
の
価
格
調
査
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
推
論
結
果
を
保
証
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
0

即
ち
、

一
九
一
四
年
四
月
よ
り
一
九
一
八
年
＝
＿
一
月
ま
で
に
亘
り
、
二
倍
と
な
っ
て
い
る
0

即
ち
戦
時
経
済
の
配
給
に
基

一
九
一
八
年
三
月
で
は
三
七
ペ
ー
＝
一
ッ
ヒ
と
な
つ
て
い
た
。
(
E
.

Wagemann, i
b
i
d
.
 

a. 
a. 
o. 
s. 
1
2
7
 ,
 s. 
1
2
8
)

即
ち
、
カ
ロ
リ
ー
は

決
し
て
適
切
な
栄
養
価
単
位
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
0

む
し
ろ
、
困
窮
状
態
の
許
で
の
食
糧
品
価
格
こ
そ
、

を
考
應
に
入
れ
て
の
内
的
公
分
母
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

a
、
虚
偽
の
環
境
選
択

統
計
的
比
率
の
一
種
で
あ
る
非
構
成
的
、
異
種
統
計
比
率
の
う
ち
で
の
非
構
成
的
、
因
果
的
統
計
比
率
は
、
異
種
の
統
計
値
を
関
聯
を

し
て
求
め
ら
れ
る
統
計
的
比
率
で
あ
り
、

明
確
に
な
る
。
•
こ
の
実
質
的
な
関
係
の
う
ち
、
根
本
的
な
も
の
は
、
因
果
関
係
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
条
件

「
実
質
的
に
関
聯
せ
し
め
ら
れ
る
意
味
を
問
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
理
論
的
根
拠
が

か
に
す
る
。
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8
.
 
1
2
9
)

た
と
え
ば
、

の
誤
謬
と
い
う
の
は
、

お
、
そ
の
他
に
相
関
関
係
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

上
述
の
通
り
、

な
も
の
と
な
る
。

非
構
成
的
、

異
種
的
統
計
比
率
の
う
ち
で
因
果
的
、

「
環
境
の
選
択
」

統
計
比
率
に
つ
い
て
吟
味
す
べ
き
実
質
的
な
意
味
と
は
、

が
比
率
で
あ
る
限
り
、
分
数
の
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
母
集
体
と
分
子
集
団
と
の
間
の
因
果
性
の
吟
味
を
い
う
の
で
あ
る
。

因
果
性
の
欠
如
す
る
集
団
間
の
、
更
に
そ
れ
が
不
明
確
な
も
の
は
、
結
果
と
し
て
の
統
計
的
比
率
そ
の
も
の
を
無
意
味
な
も
の
、
不
明
確

わ

れ

わ

れ

が

此

処

で

分

子

集

団

を

因

果

的

に

発

生

せ

し

め

る

分

母

集

団

を

選
択
す
る
こ
と
の
誤
謬
を
い
う
の
で
あ
る
0

即
ち
、
当
該
の
分
子
集
団
を
発
生
せ
し
め
る
こ
と
の
明
確
な
環
境
た
る
分
母
集
団
を
選
択
せ

ざ
る
こ
と
よ
り
発
生
す
る
誤
謬
を
い
う
の
で
あ
る
。

(Felix
Klezl
、No
r
b
e
r
g

と`
l
g
e
m
e
i
n
e
M
e
t
h
o
d
 g
 
Iehre d
e
r
 
Statistik `
 
Wie1;1, 1
9
4
6
.
 

化
学
実
験
室
に
於
て
種
六
の
元
素
を
勝
手
に
混
合
す
る
よ
う
な
無
目
的
な
盲
目
的
実
験
に
伴
う
誤
謬
に
類
す
る
も

の
で
あ
る
。

(
E
.
W
a
g
e
m
a
n
n
,
ibid, 
a. 
a. o• 

D
.
 1
3
1
'
B
.
 
1
3
2
)

又
、
そ
れ
は
一
国
の
労
仇
強
度
を
表
現
し
、
更
に
そ
の
資
本
強
度
と
密
接

に
関
係
の
あ
る
人
口
密
度
を
求
め
る
場
合
の
よ
う
に
高
い
認
識
価
値
に
即
応
す
る
よ
う
に
選
ば
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

つ
て

(E.
W
a
g
e
m
a
n
n、
Struktul
目
d
R
y
t
h
h
u
m
u
s
 d
e
r
 W
i
r
t
s
c
ぽ
tt,
1
9
4
1
.
 

M
 ,円
h
3醤

n
gd
 Volkerschick器
l、
1
9
4
8
)

ベ
ラ
の
花
が
一
人
一
人
の
美
し
い
処
女
に
割
り
当
て
ら
れ
る
か
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
環
境
集
団
又
は
分
母
集
団
の
選
択
の
誤
謬
よ
り
発
生
す
る
異
種
的
集
団
間
の
因
果
的
統
計
比
率
の
誤
謬
及
び

虚
偽
に
は
、
次
の
二
種
の
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
0

即
ち
そ
の
一
は
た
と
え
ば
総
人
口
を
分
母
と
し
莫
の
消
費
高
を
分
子
集
団
と
し
て

求
め
た
人
ロ
一
人
当
り
の
莫
消
費
高
を
求
め
る
「
莫
を
ふ
か
す
赤
ん
坊
」
(
D
e
r
Zigar11 g
 rau
c
h
 g
 
d
e
 Saugli
品
）
と
い
う
奇
妙
な
人
口
群

ま
で
を
分
埒
集
団
‘
へ
入
れ
る
こ
と
よ
り
の
誤
謬
で
あ
り
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
関
係
数
量
の
誤
れ
る
構
成
と
限
定
に
於
て
」
（
甘

e甘
er

falschen 
G
i
e
d
e
r
u
n
g
 u
n
d
 A
b
g
r
e
n
z
u
n
g
 d
e
r
 Bezugsgrf,Be)
成
立
す
る
誤
謬
で
あ
り
、
第
二
の
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
統
計
に
よ
れ
ば
、

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て

（
高
木
）

一
六

何
本
の

J

れ
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社
会
統
計
に
附
き
線
う
誤
謬
に
つ
い
て

（
高
木
）

そ
れ
は
社
会
厚
生
施
設
が
改
善
さ
れ
、

治
療
法
、

一
七

「
高
い
癌
の
死
亡
率
は
、
寿
命
が
延
び
た
こ
と
の
結

医
学
が
発
達
し
た
た
め
老
令
者
が
多
く
な
り
、

平
均
寿
命
が
延
び
た
の
で
あ
り
、
勢

死
亡
者
総
数
を
分
母
集
団
と
し
、
ベ
ッ
ド
上
の
死
亡
者
数
を
分
子
集
団
と
し
て
、
そ
の
比
率
が
大
で
あ
る
か
ら
と
て
、
此
の
世
に
於
て
ベ

ッ
ド
の
上
ほ
ど
危
険
な
場
所
は
存
し
な
い
と
い
う
結
論
、
す
な
わ
ち
、

「
生
命
に
危
険
な
る
ペ
ッ
ド
」

(
d
a
s
lebensgeflihliche

唇
t
t
)

な

る
考
え
方
で
あ
る
0

ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
斯
る
誤
謬
は
「
統
計
的
前
提
よ
り
の
誤
れ
る
結
論
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
、
統
計

的
性
格
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

(
E
.
W
a
g
e
m
a
u
n
 `
 
ibid, 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
3
3
)

即
ち
、
第
一
の
誤
謬
は
、
分
母
集
団
た
る
環

境
を
余
り
に
広
く
と
り
過
ぎ
た
た
め
に
起
る
誤
謬
で
あ
る
0

乳
児
や
幼
児
は
決
し
て
蔑
を
ふ
か
し
た
り
、
常
客
用
の
食
卓
に
坐
つ
て
、
・
ア

ル
コ
ー
ル
を
摂
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
斯
る
総
人
口
と
享
楽
財
の
消
費
高
と
の
組
合
せ
よ
り
誘
導
せ
る
比
率
は
意
味
の
な
い
も
の
ー

で
あ
る
0

第
二
の
誤
謬
は
分
母
集
団
と
分
子
集
団
と
の
組
合
せ
自
体
が

．．．．．． 
即
ち
ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
い
う
統
計
前
提
そ
の
も
の
が
非
論
理
的

な
許
さ
れ
難
い
も
の
で
あ
る
0

こ
の
種
の
誤
謬
の
他
の
例
と
し
て
「
高
い
癌
の
死
亡
率
は
寿
命
が
延
び
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
」
と
の
判

断
に
於
て
も
み
ら
れ
る
0

事
実
、
癌
の
死
亡
率
が
高
く
な
っ
た
の
は
、
従
来
、
死
因
不
明
と
さ
れ
た
も
の
の
中
に
癌
に
よ
る
も
の
が
多
く

あ
っ
た
が
、
診
断
技
術
が
発
達
し
癌
の
死
亡
者
と
判
定
さ
れ
る
数
が
増
大
し
た
結
果
ば
か
り
で
は
な
く
、
事
実
上
、
増
大
し
た
の
で
あ
る

い
老
人
病
で
あ
る
癌
の
罹
病
率
、
死
亡
率
が
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
0

そ
の
結
果
、

果
で
あ
る
」
と
の
判
断
が
生
じ
て
来
る
0

併
し
斯
る
判
断
は
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
い
0

そ
の
理
由
は
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
お
ど

け
た
問
に
対
す
る
お
ど
け
た
答
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
」
。
な
る
ほ
ど
、
六

0
オ
以
上
の
老
令
者
の
増
大
は
、
全
人
口
の
拙
死
亡
率
を
高
め

る
が
、
そ
れ
以
下
の
年
令
の
人
口
群
に
ま
で
こ
れ
を
及
ぽ
せ
し
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
難
い
の
で
あ
る
0

次
に
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
、
婚
姻
が
寿

命
の
延
長
に
作
用
す
る
か
？
と
い
う
問
題
を
掲
げ
る
0

そ
の
際
に
彼
は
ウ
エ
ス
ク
ゴ
ー
ド
よ
り
次
の
如
き
統
計
を
籍
り
る
0

即
ち
、
ス
ウ

エ
ー
デ
ン
の
一
八
八
一
年
よ
り
九

0
年
に
亘
る
平
均
に
於
け
る
ニ
ニ
オ
ー
＿
―
-
六
オ
ま
で
の
年
令
群
の
男
子
の
死
亡
率
を
示
す
。
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未
婚
者

六
・
七
0

七
・
八
〇

八
・
六
三

有
配
偶
者

三
・
八
0

四
・
一
九

四
・
八
六

ニ
ニ
オ
ー
ニ
六
オ
…
…
六
・
一
三

二
七
オ
ー
＝
ニ
オ
…
…
五
・
八
九

三
ニ
オ
ー
三
六
オ
…
…
五
・
八
八

然
る
に
、
配
偶
状
態
に
応
じ
て
、
同
一
の
年
令
群
の
死
亡
率
を
算
出
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

年

令
ニ
ニ
オ
ー
ニ
六
オ

二
七
オ
ー
＝
ニ
オ

三
ニ
オ
—
三
六
才

両
部
分
集
団
と
も
に
年
令
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
死
亡
率
は
増
大
し
て
い
る
0

配
偶
状
態
に
よ
り
部
分
集
団
を
構
成
せ
ざ
る
場
合

に
は
、
次
第
に
減
少
し
た
も
の
が
、
同
一
の
統
計
に
よ
っ
て
も
逆
の
姿
を
現
す
の
で
あ
る
0

そ
の
理
由
と
し
て
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
「
そ
の
絶

対
的
な
大
き
さ
に
於
て
相
互
に
ず
れ
の
あ
る
統
計
大
量
に
関
係
の
あ
る
割
合
が
問
題
と
さ
れ
る
故
に
、
計
算
上
だ
け
可
能
で
あ
る
」
と
い

う
°
即
ち
、
全
体
に
於
け
る
変
動
と
部
分
に
於
け
る
変
動
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

人
間
の
健
康
と
生
命
に
は
都
合
よ
く
影
響
を
与
え
る
と
の
結
論
を
導
き
出
す
が
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

は
そ
れ
自
体
が
婚
姻
の
肉
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
前
提
を
欠
如
し
、
斯
る
望
ま
し
か
ら
ざ
る
生
活
関
係
が
同
時
に
高
い
死
亡
率
と
同
様

こ
の
両
者
に
恵
ま
れ
た
者
が
有

に
結
婚
の
機
会
を
失
わ
し
め
る
の
で
あ
る
0

故
に
結
婚
が
健
康
と
生
命
と
に
都
合
が
よ
い
の
で
は
な
く
、

配
偶
者
集
団
に
年
令
が
高
ま
る
と
共
に
加
．
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

(
E
.

Wagemann, i
b
i
d
,
 

a. 
a. 
o. 
s. 
1
3
6
)
 

次
に
環
境
の
選
択
の
誤
謬
を
明
白
に
せ
ん
と
し
て
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
「
土
地
の
所
有
が
子
供
の
数
を
増
大
す
る
か
」
と
い
う
問
を
掲
げ

る
。
そ
の
問
に
答

xる
た
め
、
家
族
状
態
を
夫
婦
の
婚
姻
継
続
期
間
、
子
供
数
及
び
そ
の
他
の
多
様
な
人
口
政
策
的
見
地
に
よ
っ
て
分
類

社
会
統
計
に
附
き
縫
う
誤
謬
に
つ
い
て

（
高
木
）

む
し
ろ
逆
で
あ
り
、
未
婚
者

ウ
エ
ス
ク
ゴ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
結
婚

一八
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社
会
統
計
に
附
き
縫
う
誤
謬
に
つ
い
て

（
高
木
）

一
九

「
同
居
夫
婦
一

0

こ
の
表
よ
り
、
い
ず
れ
の
職
業
に
於
て
も
、
土
地
所
有
者
の
方
が
子
供
数
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
0

併
し
、
よ
り
深
く
考

察
し
て
み
れ
ば
、
土
地
所
有
に
も
種
女
の
形
態
が
存
す
る
0

そ
の
こ
と
が
い
か
な
る
結
果
を
産
み
出
す
か
に
つ
い
て
は
何
事
を
も
語
る
こ

と
は
出
来
な
い
0

表
は
唯
、
何
等
か
の
形
態
で
土
地
を
所
有
す
る
「
商
人
及
び
技
術
員
」
の
一
般
に
土
地
所
有
者
が
然
ら
ざ
る
も
の
よ
り

も
多
く
の
子
供
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
人
間
は
土
地
を
所
有
す
る
が
故
に
多
く
の
子
供
を
有
す

る
と
は
い
い
得
な
い
の
で
あ
る
0

然
る
に
わ
れ
わ
れ
は
土
地
所
有
と
子
供
の
数
を
―
つ
の
共
通
的
な
原
因
へ
帰
し
、
な
お
次
の
如
く
結
論

を
下
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
°
即
ち
、
人
間
に
は
一
定
の
落
着
き
を
以
て
生
活
す
る
こ
と
を
求
め
る
型
と
そ
の
反
対
に
居
処
定
ま
ら
ざ
る

型
と
が
あ
る
0

前
者
に
は
早
く
結
婚
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
若
く
し
て
結
婚
し
て
子
供
を
儲
け
る
こ
と
は
、
そ
の
生
活
目
的
の
実
現
を
阻

止
す
る
も
の
と
考
え
る
後
者
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
子
供
を
も
た
ら
す
。
な
お
、
前
者
は
土
地
所
有
を
彼
の
生
活
目
的
の
一
っ
と
考
え

る
0

故
に
表
の
如
き
結
果
が
生
ず
る
の
で
あ
る
0

故
に
、
土
地
所
有
者
が
子
供
の
数
を
増
加
す
る
と
の
命
題
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
妥
当
し

ないが、生理学的、社会学的考察をも加えることによつて始めて結着づけられる命題である0即ち、

I 三 I I 

人＾一悦子供 つ同i して、 居夫
上二い '--'婦
の碍 ＾ 
も
の は

゜勘 乱い
者

に

四五
工

二七．． 業

I七：：：：

二七
四五．． 
八―

三六
± 地商

一八 所人． ． 有
四六

者』及
び

者土 技

一八
地
術

五四
非

． ． 所 ・員
五五

有

五四
土地 1 1 農

二七
所

． ． 有 業
九

者
労

有土

六
地働

七
非

． ． 所有者 I 
I二八

算
し
、
次
の
結
果
を
得
た
。

し
た
一
九
―
―
―
―
―
一
年
の
ド
イ
ツ
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
結
果
を
と
り
、

土
地
の
所
有
関
係
が
い
か
に
子
供
の
数
に
作
用
す
る
か
を
職
業
別
に
計
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「
よ
い
状
態
」
を
園
園
掴
匪
圏
刷
一
園
醤
で
表
現
し
、
「
郵
便
物
の
流
通
高
」

「
財
産
相
続
高
」

．
 

F

登

社
会
統
計
に
附
き
縞
う
誤
謬
に
つ
い
て

0
組
」
な
る
環
境
集
団
に
は
上
述
の
如
き

se.Bhafter
T
y
p
u
s
と

n
o
m
a
d
e
n
h
a
f
t
e
r
T
y
p
u
s
と
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、

密
に
い
つ
て
、
両
者
を
区
別
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

「
統
計
は
自
然
と
同
様
に
口
を
閉
し
て
語
ら
な
い
0

即
ち
、
そ
れ
が
問
い
か
け

ら
れ
た
こ
と
以
外
は
、
決
し
て
答
え
な
い
の
で
あ
る
0

故
に
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
の
語
る
所
の
解
釈
に
非
常
に
用
心
深
い
の
で
あ
る
」

(
E
.

わ
れ
わ
れ
は
表
面
の
裏
の
諸
条
件
を
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

統
計
の
利
用
が
可
能
と
な
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。

B
異
種
大
量
の
疑
わ
し
き
結
合
．

二
つ
以
上
の
異
種
大
量
が
一
ケ
の
比
率
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
0

斯
る
比
率
が
何
等
か
の
意
味
を
有
す
る
限
り
相

互
に
結
合
さ
れ
る
異
種
大
量
が
統
計
的
に
相
互
に
依
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
0

又
、
逆
に
相
互
に
依
存
す
る
こ
と
の
意
味
が
明
瞭
な

る
限
り
、
比
率
は
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
0

然
る
に
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
馬
鈴
薯
の
年
平
均
価
格
と
結
婚
数
と
の
関
係

の
如
き
は
全
く
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
0

な
お
斯
る
異
種
大
量
が
抽
象
的
な
無
名
数
へ
と
換
元
さ
れ
る
場
合
も
ま
た
一
種
の
誤
謬
で
あ

る
0

た
と
え
ば
指
数
の
基
準
と
し
て
他
の
項
が
と
ら
れ
る
場
合
で
あ
り
、
更
に
景
気
変
動
に
一
．
ケ
の
統
一
的
な
表
現
を
与
え
る
た
め
に
綜

合
指
数
を
算
出
す
る
こ
．
と
も
許
さ
れ
難
い
0

た
と
え
ば
婚
姻
と
物
価
、
外
国
貿
易
額
と
賃
銀
等
を
単
一
の
数
に
融
合
す
る
如
き
場
合
で
あ

「
悪
状
態
」
、

「
可
成
り
よ
い
状
態
」
、

り
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
一
ケ
の
綜
合
的
な
量
的
表
現
」
を
求
め
る
場
合
が
履
女
存
在
す
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る

各
部
分
を
考
慮
に
入
れ
る
限
り
何
等
か
の
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。

(
E
.
W
a
g
e
m
a
n
n
,
 
ibid, 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
4
0
)

こ
れ
に
類
す
る
も
の
に

d
e
 F
o
v
i
l
l
e
の
「
述
語
法
」
(
~
r
e
d
i
k
a
t
i
v
e

M
e
t
h
o
d
e
)
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

年
の
期
間
に
亘
る
一
一
＿
二
の
系
列
を
社
会
的
幸
福
の
見
地
よ
り
評
価
し
、

「
全
て
よ
い
状
態
」
、

d
e
 Foville
は
一
八
七
七
年
よ
り
一
八
八
七

「
電
信
取
扱
高
」

「
贈
与
高
」

W
a
g
e
m
a
n
n
 ̀

 
ibid `
 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
3
9
)
。
即
ち
、

初
め
て
正
し
い

（
扁
木
）

二

0

厳
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社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
た
つ
い
て

（
高
木
）

ibid, 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
5
1
)

「
直
接
の
決
定
、
も
し
く
は
、
正
確
な
計
算
が
不
可
能
な
場
合
に
、
・
統
計
的
推
計
が
行
わ
れ
る
」

(
E
.
W
a
g
e
m
a
n
n
,
 

と
い
う
言
菓
は
グ
リ
ム
の
言
語
学
的
解
釈
に
従
う
と
、

集」

(
S
c
h
l
i
t
z
s
a
m
m
e
l
n
)
「
課
税
」
お
よ
び
「
給
附
能
力
の
見
積
り
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
察
知
さ
れ
る
如
く
、

元
来
、
推
計
と
は
既
知
の
大
き
さ
よ
り
未
知
の
大
き
さ
を
推
論
す
る
こ
と
で
あ
り
、
計
算
又
は
数
学
一
般
の
第
一
の
課
題
を
果
す
行
為
で

あ
り
、
根
本
的
に
は
純
粋
数
学
の
み
を
対
象
と
し
、
そ
の
性
格
上
、
あ
ら
ゆ
る
経
験
の
外
に
存
在
+
る
行
為
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
が
経
験

的
数
字
、
殊
に
何
等
か
の
点
で
統
計
大
量
を
結
合
す
る
と
き
に
、
謂
う
所
の
「
統
計
的
推
計
」
(statistische
S
c
h
a
t
z
μ
n
g
)

が
成
立
す
る
。

な
お
、
こ
れ
が
経
験
的
数
字
を
操
作
す
る
限
り
、
そ
の
結
果
に
不
確
実
性
の
要
素
が
介
入
し
て
来
る
こ
と
は
免
れ
難
い
°
更
に
推
計
は
論

理
学
的
な
推
論
手
続
を
そ
の
根
底
と
し
て
有
す
る
0

即
ち
、
推
論
又
は
判
断
は
大
前
提
（
又
は
大
命
題
）
と
小
前
提
（
又
は
小
命
題
）
よ
り

帰
結
を
導
き
出
す
操
作
で
あ
る
が
、
統
計
的
推
計
は
一
般
的
統
計
的
数
字
と
特
殊
的
統
計
的
数
字
よ
り
、
あ
る
―
つ
の
特
定
の
数
字
を
導

ibid, 
a. 
a. 
o. 
s. 153)~ 

お
、
紬
い
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

「
推
計
」

彼
に
よ
れ
ば

「
鉄
鋼
生
産
高
」
等
よ
り
「
自
殺
」
に
至
る
異
種
大
黛
を
同
一
の
社
会
的
幸
福

の
評
価
規
準
に
換
元
す
る
故
に
「
興
味
は
あ
る
が
、
全
く
原
始
的
な
方
法
で
あ
る
」

(
E
.
W
a
g
e
m
a
n
n
,
 ibid, 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
4
0
)
 

c推
計
手
続
に
於
け
る
誤
謬
（
統
計
的
詭
辮
）

れ
て
き
た
「
推
計
方
法
」
を
「
王
女
」

k
gigstochter)
の
位
に
即
す
る
論
理
的
根
拠
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

(
E
.
・
W
a
g
e
m
a
日
1
.

V
o
r
w
o
r
t
)
故
に
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
本
稿
の
重
要
な
る
目
的
の
一
っ
と
し
て
、
そ
れ
に
附
き
継
う
誤
謬
の
体
系
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
に
先
立
つ
て
彼
の
推
計
手
続
に
関
す
る
理
論
と
そ
の
種
類
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。

「
統
計
の
終
る
と
こ
ろ
に
推
計
が
始
ま
る
」

(
W
o
die 
Statistik 
aufh<>re, die 
S
c
h
a
t
z
u
n
g
 a
n
f
a
n
g
e
)
 
(
E
.
 
W
a
g
e
m
a
n
n
 

ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
統
計
学
の
体
系
の
最
も
重
要
な
特
徴
は
従
来
、

記
高
」

「
工
場
生
産
物
の
輸
出
高
」

「
石
炭
の
生
産
高
」

そ
の
姉
妹
達
よ
り
「
灰
か
ぶ
り
娘
」

(
A
s
c
h
e
n
b
r
o
d
e
l
)

「
財
産
の
筵

と
し
て
冷
遇
さ
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a
、
相
互
に
関
聯
性
の
あ
る
大
量
間
の
推
計

a
、
同
列
的
大
量
の
推
計

ll収
支
計
算
式
法

(
B
i
l
a
n
z
i
e
r
u
n
g
)

き
出
す
こ
と
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
い
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
統
計
の
背
後
に
存
在
す
る
統
計
大
量
の
関
係
に
移
し
替
え
る
時
に
、
統
計
的
比

率
が
成
立
し
た
如
く
、
推
計
は
二
つ
以
上
の
統
計
的
判
断
の
結
合
よ
り
生
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
9

s. 
1
5
4
)

既
述
の
統
計
的
比
率
が
分
析
的
判
断
と
綜
合
的
判
断
と
に
よ
っ
て
、

か
ら
出
発
し
て
原
因
へ
向
つ
て
進
む
」

(
a
principiatis 
a
d
 
principia)
判
断
と
「
原
理
か
ら
帰
結
へ
、
あ
る
い
は
単
純
な
も
の
か
ら
合
成

論
珊
学
、
田
辺
重
三
訳
、
昭
和
四
年
、
岩
波
書
店
、
二
八
一
頁
）
統
計
的
比
率
も
推
計
も
統
計
的
判
断
の
間
の
関
係
に
対
応
す
る
故
に
、
推
計
も

ま
た
同
様
の
区
分
原
理
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
0

ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
分
析
的
推
計
（
構
成
的
推
計
）

2
総
大
量
よ
り
上
の
部
分
大
量
を
推
計
す
る
包
摂
法
（
I
品
lusion)

lI
綜
合
的
推
計
（
間
接
的
推
計
）

「
制
約
さ
れ
た
も
の
や
、
根
拠
づ
け
ら
れ
た
も
の

(I• 

K
a
n
t
,
 L
o
g
i
k
,
 
ein H
a
n
d
b
u
c
h
 z
u
 
V
o
r
l
e
s
u
n
g
e
n
,
 1
8
0
0
 `

カ
ソ
ト
著
作
集
、

1
時
間
的
、
場
所
的
又
は
量
的
構
成
に
よ
つ
て
成
立
す
る
部
分
大
量
よ
り
総
大
量
を
推
計
す
る
代
表
法

(Repriieantation)

1
―
つ
又
は
そ
れ
以
上
の
大
量
よ
り
、
他
の
同
種
の
大
量
を
推
計
す
る
拡
張
法

(
G
Beralisierung) 

b
、
系
列
の
中
間
項
の
推
計
1
1
補
間
法

(Interpolation)

C

、
系
列
の
外
項
の
推
計
1
1
補
外
法

(
E
x
t
r
a
p
o
l
a
t
i
o
n
)

2
一
大
量
よ
り
他
の
大
量
を
推
計
す
る
代
替
法

(Substitution)

さ
れ
た
も
の
へ
向
う
」
判
断
と
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
。

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
隈
膠
に
つ
い
て
（
高
木
）

即
ち
、

(
E
,
 Wagemann• 

ibid, 
a. 
a. 
o
 ,
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を
逆
に
、

（
翡
木
）

以
上
は
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
推
計
手
続
の
分
類
で
あ
る
が
、

大
量
間
の
そ
れ
で
あ
る
0

以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
附
き
纏
う
誤
謬
を
彼
に
従
つ
て
述
ぺ
よ
う
。

ー
、
分
析
的
推
計
は
、
上
述
の
通
り
部
分
大
量
よ
り
総
大
量
を
、
総
大
量
よ
り
部
分
大
量
を
推
計
す
る
二
方
法
よ
り
成
る
。
た
と
え
ば
一

月
の
馬
鈴
薯
の
価
格
を
知
つ
て
い
る
が
、
他
の
月
々
の
ぞ
れ
を
知
ら
な
い
も
の
と
す
る
0

然
る
と
き
、
貨
幣
価
値
の
一
般
的
変
動
に
つ
い

て
知
つ
て
い
る
こ
と
、
減
収
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
予
期
せ
ざ
る
影
響
が
発
生
し
な
い
こ
と
、
月
別
の
季
節
変
動
に
つ
い
て
知
つ
て
い
る

こ
と
の
三
条
件
が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
、
一
月
の
馬
鈴
薯
の
価
格
は
、

一
年
平
均
価
格
を
代
表
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
0

即
ち
、

価
格
を
季
節
変
動
に
つ
い
て
の
一
般
的
経
験
と
い
う
決
定
的
な
二
つ
の
特
定
の
大
き
さ
、
よ
り
、

特
定
の
数
を
推
計
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
、
こ
の
際
の
部
分
大
量
は
「
一
月
の
馬
鈴
薯
の
価
格
」
で
あ
り
、
推
計
さ
る
べ
き
総
大

量
は
「
一
年
平
均
の
馬
鈴
薯
の
価
格
」
で
あ
る
0

斯
る
手
続
は
、
時
間
的
構
成
に
よ
る
部
分
大
量
よ
り
総
大
量
を
推
計
す
る
0

次
に
こ
れ

「
一
年
平
均
の
馬
鈴
署
の
価
格
」
よ
り
「
一
月
の
馬
鈴
薯
の
価
格
」
を
推
計
す
る
場
合
は
、
上
記
の
包
摂
法
で
あ
る
°
更
に
場

所
的
見
地
よ
り
総
大
量
を
分
析
す
る
例
と
し
て
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
外
国
貿
易
を
経
済
的
地
域
に
よ
っ
て
み
る
場
合
を
挙
げ
る
0

た
と
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
外
国
貿
易
よ
り
世
界
経
済
を
推
計
す
る
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
際
に
、
特
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
世
界
経
済
の

機
構
中
に
於
て
占
む
る
位
置
と
世
界
経
済
市
場
と
ア
メ
リ
カ
市
場
と
の
間
の
景
気
変
動
的
な
関
係
を
考
嵐
に
入
れ
て
初
め
て
可
能
と
な

る
0

次
に
、
量
的
構
成
の
例
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
令
階
級
の
総
人
口
に
於
て
占
む
る
状
態
を
知
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
学
童
数
な
る

部
分
大
鼠
よ
り
総
人
口
を
推
計
す
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
0

な
お
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
、
ア
ラ
ビ
ャ
、
シ
リ
ャ
等
で
は
、
人
口
数
は
兵
士
の

数
よ
り
、
即
ち
そ
の
数
に
5

を
乗
じ
て
推
計
し
得
る
と
い
う
。

．
 

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て

b
、
相
互
に
関
聯
性
の
な
い
大
量
間
の
推
計

(
E
.
 
Wagemann, i
b
i
d
.
 

a. 
a. 
o. 
s. 
1
5
7
)
 

．
 

二「一

ー
は
部
分
大
量
と
総
大
量
と
の
間
に
と
ら
れ
る
推
計
で
あ
る
の
に
対
し
て

11
は

一
年
の
馬
鈴
薯
の
価
格
の
統
計
大
蜃
な
る

一
月
の
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な
お
、
基

一
流
の
店
で
高
い
値
段
で
購
入
し
よ
う
と
す
る
こ
と

な
お
、
上
述
の
代
表
法
は
同
種
的
な
事
物
の
場
合
に
限
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

即
ち
、
樹
の
簗
よ
り
樹
を
推
計
す
る
の
で
は
な
く
、

樹
木
の
群
よ
り
森
全
体
を
推
計
す
る
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
E
.

Wagemann, i
b
i
d
,
 

a. 
a. 
o. 
s. 
1
6
5
)
 

さ
て
、
上
述
の
代
表
法
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
い
か
な
る
も
の
が
あ
る
か
°
こ
の
問
は
代
表
法
の
基
礎
的
性
格
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る

か
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
る
0

即
ち
基
礎
を
な
す
部
分
大
量
と
総
大
量
と
の
間
に
同
種
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
0

故
に
、
都
市

の
出
生
率
に
基
い
て
一
国
の
総
人
口
を
推
計
す
る
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
難
い
0

け
だ
し
都
市
と
全
国
と
の
間
に
は
必
ず
し
も
一
義
的
な

同
種
性
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
0

も
し
歴
史
的
、
地
理
学
的
に
農
村
と
都
市
と
の
間
に
同
種
性
を
認
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
上
の
推
計
も
ま
た
意
味
あ
る
も
の
と
な
つ
て
く
る
0

然
る
に
事
実
は
む
し
ろ
農
村
人
口
の
出
生
率
は
、
都
市
人
口
の
そ
れ
よ

り
も
大
で
あ
る
の
が
常
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
斯
る
限
定
は
完
全
に
等
し
い
卵
が
存
在
せ
ず
、
完
全
に
等
し
い
樹
の
葉
が
存
在
し
な
い
と
同

様
に
、
若
干
の
異
種
性
は
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

彼
に
よ
れ
ば
「
古
典
学
派
の
国
民
経
済
学
は
、
ホ
モ
・
サ
ピ
H

ン
ス
を
ホ
モ
・

ェ
コ
ノ

t
ク
ス
に
変
貌
せ
し
め
得
る
と
信
じ
た
0

彼
は
最
小
費
用
の
最
大
効
果
を
得
る
よ
う
に
経
済
す
る
。
そ
れ
は
誤
間
化
さ
れ
た
の
で

あ
る
0

勿
論
、
ど
の
商
人
も
出
来
る
限
り
最
も
善
い
、
し
か
も
最
も
低
廉
な
場
所
で
商
品
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
0

と
こ
ろ
が
家
庭
の
主

婦
達
の
場
合
は
、
ど
う
や
ら
疑
わ
し
い
。
も
し
彼
女
達
が
懐
具
合
の
よ
い
と
き
は
、

が
よ
く
あ
る
」
0
(
E
.

Wagemann, ib
i
d
.
 

a. 
a. 
o. 
s. 
1
6
8
)

故
に
、
こ
の
場
合
の
同
種
性
と
い
う
も
相
対
的
な
概
念
で
あ
る
c

礎
と
な
る
部
分
大
量
が
余
り
に
狭
い
時
は
、
求
め
ら
れ
た
推
計
そ
の
も
の
は
甚
だ
信
頼
し
難
い
も
の
と
な
る
c

1
の
2
、
既
述
の
通
り
、
包
摂
法
と
は
部
分
大
量
よ
り
総
大
量
を
推
計
す
る
方
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
う
場
合
に
当
り
、
樹
を
見
て
森
を

見
な
い
弊
に
陥
ら
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
°
け
だ
し
森
を
見
て
樹
を
見
る
こ
と
、
即
ち
総
大
醤
よ
り
部
分
大
量
を
推
計
す

る
場
合
は
、
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
0

ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
全
体
よ
り
部
分
へ
の
推
論
と
し
て
の
包
摂
法
は
卜
あ
る
対
象
の
科
学

社
会
統
計
に
附
き
縞
う
膜
謬
に
つ
い
て
（
高
木
）

ニ
四
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（
高
木
）

第
一
次
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
を
駆
り
立
て
、
そ
の
不
幸
な
解
決
が
世
界
大
恐
慌
を
招
き
、
間
接
的
に
は
第
二
次
大
戦
の
遠
因
と
な
っ
た
賠

償
問
題
を
め
ぐ
つ
て
著
明
な
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
は
、

賠
償
請
求
国
が
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
で
支
払
を
受
領
し
て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
0

然
る
に
実
際
は
輸
出
に
よ
り
得
た
る

貿
易
残
高
の
み
で
決
済
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
0

故
に
、
問
題
の
解
決
は
、
総
国
民
所
得
と
い
う
総
大
置
よ
り
賠
償
額
と
い
う
部
分

大
量
を
結
合
す
べ
き
で
は
な
く
、
く
わ
し
く
い
え
ば
、
統
計
的
比
率
の
分
母
集
団
と
し
て
と
る
べ
き
で
は
な
く
、
緊
急
不
可
欠
の
輸
入
、

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
諺
に
つ
い
て

Inklusion)
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

二
五

そ
の
額
が
ド
イ
ツ
の
国
民
所
得
全
体
の
僅
か
の
。
＾
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
占
め
る
に
過

ぎ
な
い
故
に
数
千
万
マ
ル
ク
の
負
担
も
容
易
に
支
払
い
得
る
と
安
慰
な
考
を
述
べ
た
の
で
あ
る
0

事
実
、
総
額
六
百
億
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル

ク
の
年
収
に
対
し
て
二
十
億
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
の
年
賠
償
負
担
額
は
僅
に
一
―
-
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
0

即
ち
労
仇
収
益
や
生
産

収
益
の
僅
の
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
0

然
る
に
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
斯
る
判
断
は
実
際
家
の
健
全
な
人
間
の
判
断
で
は
納
得

し
難
い
所
で
あ
り
、
科
学
的
認
識
は
、
元
来
賠
償
は
人
口
の
総
所
得
に
関
聯
づ
け
る
も
の
で
な
い
と
同
意
す
る
立
場
に
同
調
す
る
。
も
し

が
貨
幣
を
所
有
す
る
な
ら
ば
、

世
界
を
所
有
す
る
か
？
」
な
る
二
例
を
簡
単
に
述
べ
て
、

彼
の
い
う
「
虚
偽
の
包
摂
法
」
0
T
己
gerische

量
へ
分
析
さ
れ
、
孤
立
化
さ
れ
る
こ
と
が
包
摂
法
の
前
提
で
あ
り
、
科
学
方
法
の
必
然
的
段
階
で
あ
る
。

斯
る
包
摂
法
に
附
き
纏
う
誤
謬
は
、
既
述
の
統
計
的
比
率
の
誤
謬
を
述
べ
る
に
当
つ
て
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
此
処
で
は
あ
く
ま

で
推
計
手
続
に
限
定
し
て
述
べ
て
み
よ
う
0

即

ち

、

「

国

民

経

済

的

支

払

力

の

過

大

評

価

」

と

「

も

し

、

農

民

ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
挙
げ
る

的
研
究
を
行
う
に
際
し
て
の
最
初
の
決
定
的
な
段
階
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
経
験
的
認
識
へ
の
第
一
の
接
近
と
み
る
こ
と
が
出
来

る
0

け
だ
し
、
あ
ら
ゆ
る
経
験
科
学
は
必
然
的
に
、
ま
ず
分
析
に
よ
り
、
か
つ
孤
立
化
的
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
質
的
中
核
へ
と
換
元

1
7
4
)

即
ち
、
総
大
量
が
部
分
大

さ
れ
得
る
一
般
的
関
聯
性
の
考
察
を
以
て
始
め
ら
れ
る
」
と
い
う
。

(
E
"

W
a
g
e
m
a
n
n
,
 ibid, 
a. 
a. 
o. 
s. 
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と
も
に
推
計
す
る
に
用
い
る
総
大
量
の
認
識

個
人
的
な
利
子
、
＾
心
慣
償
却
分
、
そ
の
他
の
支
払
分
を
差
し
引
い
た
残
額
を
以
つ
て
総
大
量
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
0

同

様
の
虚
偽
は
、
財
政
政
策
に
於
て
一
国
の
担
税
能
力
を
国
民
所
得
又
は
国
民
財
産
と
の
関
係
で
の
み
決
定
す
る
場
合
に
も
み
ら
れ
る
0

け

だ
し
、
「
近
代
的
な
財
政
技
術
は
、
国
民
財
産
に
及
ぼ
す
あ
ら
ゆ
る
実
際
的
な
要
因
を
考
慮
に
入
れ
る
」
と
も
す
る
と
「
そ
の
た
め
、
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
又
は
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
作
用
す
る
千
渉
の
危
険
、
あ
る
い
は
て
つ
と
り
ば
や
く
い
え
ば
、
国
民
経
済
的
循
環
の
重
要

な
中
断
の
危
険
を
生
ず
る
の
で
あ
る
」

(
E
.
W
a
g
e
m
a
n
n
,
 ibid, 
a. 
a. 
o. 
s. 
1
7
6
)
 

と
理
解
の
不
充
分
さ
よ
り
発
生
す
る
誤
謬
で
あ
る
。

以
上
、

次
に
、
農
業
経
済
の
景
気
変
動
の
問
題
よ
り
例
を
と
る
0

即
ち
、
利
子
率
と
農
業
鋏
状
差
ー
工
業
生
産
物
価
格
と
農
業
生
産
物
価
格
と

の
比
率
ー
と
の
間
の
相
関
関
係
を
み
る
に
、
両
者
間
に
マ
イ
ナ
ス
の
相
関
関
係
が
み
ら
れ
る
0

即
ち
、
農
業
生
産
物
市
場
の
好
転
を
表
示

す
る
農
業
鋏
状
差
曲
線
の
上
昇
は
、
利
子
率
曲
線
の
下
降
と
対
応
す
る
。
も
し
そ
う
す
る
と
農
業
所
得
の
増
大
は
、
低
利
子
を
生
じ
、
投

資
を
剌
戟
し
、
経
済
活
動
を
活
澄
な
ら
し
め
、
国
民
所
得
を
増
大
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
0

併
し
、
こ
の
こ
と
は
全
面
的
に
正
し
い
か
？

あ
ら
ゆ
る
格
言
又
は
偶
諺
が
そ
う
で
あ
る
如
く
、
こ
れ
も
ま
た
半
ば
は
正
し
く
●
半
ば
は
誤
つ
て
い
る
0

工
業
生
産
物
価
格
曲
線
は
、
利

子
率
曲
線
と
プ
ラ
ス
の
相
関
関
係
を
な
し
、
両
価
格
を
鋏
状
差
な
る
比
率
の
形
態
へ
と
移
し
替
え
る
こ
と
は
余
り
に
も
多
く
の
こ
と
を
立

証
し
過
ぎ
る
の
で
あ
り
、
「
余
り
に
多
く
の
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
は
、
何
ご
と
を
も
立
証
し
な
い
」
(
q
u
i
・
p
a
r
u
m
probat, 
nihil 
pro
ぽ
t)

こ
と
に
な
る
0

即
ち
、
そ
れ
と
工
業
生
産
物
価
格
と
結
合
し
て
来
る
農
業
生
産
物
価
格
の
虚
偽
の
包
摂
と
な
る
。

直
拡
張
法
の
誤
謬

拡
張
法
は
、
既
述
の
通
り
、
既
知
の
大
量
よ
り
他
の
そ
れ
と
同
種
的
な
大
量
を
推
計
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
両
大
量
を
そ
れ
ぞ
れ
に

共
通
の
経
験
的
な
尺
度
単
位
に
よ
っ
て
結
合
す
る
。
こ
の
場
合
に
外
的
公
分
母
と
内
的
公
分
母
と
が
存
在
す
る
0

た
と
え
ば
、
内
的
公
分

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謳
に
つ
い
て
（
高
木
）

二
六
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社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て
（
高
木
）

母
と
は
、
家
屋
敷
、
家
畜
と
鋤
、
工
場
と
船
舶
ヽ
道
路
と
鉄
道
な
る
異
質
的
な
る
も
の
を
、
「
国
民
財
産
」
の
部
分
大
量
と
し
て
規
定
す

る
も
の
で
あ
り
、
外
的
公
分
母
と
は
、
以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
を
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
の
如
き
で
綜
合
す
る
も
の
で
あ
る
0

拡
張
法
と
既
述
の

代
表
法
と
の
相
違
は
、
た
と
え
一
般
的
見
地
よ
り
―
つ
の
上
位
の
大
量
へ
綜
合
さ
れ
得
て
も
、
あ
る
―
つ
の
大
量
は
考
察
目
的
に
従
つ
て

全
く
別
の
面
に
存
在
し
得
る
0

た
と
え
ば
世
界
経
済
的
立
場
よ
り
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
輸
出
は
世
界
貿
易
の
一
部
分
と
み
ら
れ
る
と

と
も
に
、
両
国
の
国
民
経
済
的
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
全
て
直
接
の
同
種
性
の
関
係
に
は
お
か
れ
な
い
の
で
あ
り
、
拡
張
法
は
あ
る
―
つ
の

大
量
よ
り
他
の
そ
れ
と
同
種
的
な
大
量
へ
の
推
計
が
、
両
者
を
綜
合
す
る
総
大
量
を
問
題
と
せ
ず
行
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
両
方
法
の
相

違
で
あ
り
、
上
述
の
公
分
母
の
混
乱
が
必
然
的
に
誤
謬
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。

皿
の
1
、
収
支
計
算
法
の
誤
謬

・
収
支
計
算
法
は
外
観
的
に
は
推
計
の
方
法
で
は
な
く
、

済
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、

一
期
間
の
経
済
現
象
を
、
そ
の
量
的
関
係
で
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
流
通
均
衡
、
国
民
経
済
循
環
又
は
国

民
経
済
静
態
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
＊
〈
ラ
ン
ス
の
左
側
に
各
種
の
財
質
の
生
産
高
、
人
的
役
務
等
を
社
会
的
生
産
高
な
る
大
量
の

部
分
大
量
を
掲
げ
、
、
右
側
に
そ
の
利
用
高
を
掲
げ
、
両
側
を
均
衡
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
条
件
よ
り
欠
如
す
る
部
分
大
量
を

素
朴
な
数
量
説
的
な
立
場
よ
り
人
為
的
に
推
計
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
0

然
る
に
斯
る
誤
謬
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

置
の
2
‘
•
補
間
法
の
誤
謬

二
七

一
種
の
計
算
方
法
で
あ
る
o_
こ
の
方
法
の
最
も
重
要
な
適
用
領
域
は
、
国
民
経

一
八
九
0
年
―
ニ

補
間
法
は
時
系
列
に
於
て
、
調
査
を
欠
く
時
点
又
は
期
間
に
相
当
す
る
項
を
推
計
す
る
方
法
で
あ
る
°
た
と
え
ば
、

月
一
日
に
於
け
る
ド
イ
ツ
の
人
口
数
を
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
推
計
す
る
た
め
、
既
知
の
一
八
八

0
年
と
一
九

0
0年
の
人
口
数
の
算
術

•
平
均
を
求
め
五
0
、
八
0
万
人
な
る
結
果
を
得
た
0

然
る
に
実
際
の
調
査
結
果
は
四
九
、
九
一
＿
一
万
人
で
あ
っ
た
0

即
ち
算
術
平
均
に
よ
る



120 

素
朴
な
補
間
法
は
事
実
よ
り
過
大
な
結
果
を
生
ず
る
。

ら
ば
、
勢
い
事
実
以
上
の
増
加
割
合
で
結
果
が
出
て
く
る
。
こ
れ
も
ま
た
―
つ
の
誤
謬
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ill
の
3
、
補
外
法
の
誤
謬

時
系
列
の
外
項
を
推
計
す
る
方
法
で
あ
る
補
外
法
は
、
将
来
人
口
の
予
測
に
、
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
き
た
。

に
外
項
を
推
計
す
る
「
単
純
推
計
」
の
例
と
し
て
、
マ
ル
サ
ス
の
将
来
人
口
の
予
測
が
挙
げ
ら
れ
る
0

即
ち
、
彼
は
広
く
国
際
的
な
観
察

に
基
づ
い
て
人
口
は
幾
何
級
数
的
に
、
食
糧
は
算
術
級
数
的
に
増
加
す
る
と
い
う
法
則
を
導
き
出
し
た
0

併
し
、
人
口
増
加
は
斯
る
単
純

な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
社
会
と
歴
史
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
死
亡
率
は
一
定
不
変
、
出
生
率
は
比
較
的
不
変
、
各
年

令
階
級
の
女
子
の
出
産
力
は
殆
ん
で
一
定
不
変
、

出
産
可
能
な
有
配
偶
婦
の
数
、
そ
の
年
令
構
造
に
依
存
す
る
と
の
前
提
で
行
わ
れ
る
将
来
人
口
の
予
測
を
「
合
成
的
補
外
法
」

(
Z
u
s
a
m,
 

て
幾
何
級
数
的
に
は
増
加
し
て
い
な
い
。
事
実
は
三
倍
に
増
加
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
食
糧
量
は
幾
何
級
数
以
上

一八一―

10年
よ
り
一
九
―
―

10年
の
百
年
間
に
世
界
貿
易
は
一
―

10倍
に
増
大
し
、

著
し
く
発
達
し
、
耕
地
は
飛
躍
的
に
拡
大
さ
れ
、
農
業
技
術
の
発
展
は
「
収
穫
逓
減
の
法
則
」
を
打
破
る
よ
う
に
な
っ
た
。

m
眉
、
i
b
i
d
,

a. ,
 a.o. 
s. 
1
8
6
)

こ
れ
よ
り
察
知
さ
れ
る
通
り
、
人
口
、

れ
な
い
補
間
法
は
何
等
、
事
実
を
語
ら
な
い
の
み
で
は
な
く
、
む
し
ろ
誤
謬
と
も
い
い
得
る
結
果
と
な
る
。

W
、
代
替
法
の
誤
謬

に
増
大
し
て
い
る
。

よ
る
マ
ル
サ
ス
の
予
測
の
通
り
に
は
人
口
は
増
加
し
て
い
な
い
。

m
e
n
g
e
s
e
t
z
t
e
n
 Extrapolation) 
.
.
.
l
J
~
'
f
"

る
。

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て

（
高
木
）

食
糧
塁
な
る
現
象
を
与
え
る
社
会
的
、
自
然
的
条
件
を
考
慮
に
入

ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
口
が
増
大
す
る
系
列
よ
り
斯
る
方
法
で
推
計
す
る
な

た
と
え
ば
単
に
機
械
的

同
一
の
年
令
の
一

0
0
0人
の
有
配
偶
婦
の
出
産
児
数
は
年
々
同
一
、
故
に
出
生
数
は

勿
論
、
前
者
よ
り
後
者
の
方
が
よ
り
科
学
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
0

前
者
に

一
八

0
0年
よ
り
一
九
四

0
年
に
わ
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
は
決
し

世
界
農
業
は
工
業
の
発
展
に
伴
つ
て

ニ
八

(E. 
W
a
g
e
 ,
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社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
に
つ
い
て

最
後
に
、
間
接
的
代
替
法
の
誤
謬
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
泊
費
量
よ
り
死
亡
率
を
推
計
す
る
こ
と
の
当
否
を
め
ぐ
る
問
題

に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
0

結
論
よ
り
い
え
ば
、
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
斯
る
推
計
は
間
接
的
代
替
法
の
誤
れ
る
適
用
の
十
分
な
る
例

と
し
て
役
立
つ
•
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

(
E
.
Wage~ann, 

ibid 
`
 
a. 
a. 
o. 
s. 
191)
け
だ
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
蘊
よ
り
死
亡
率
を
推
計

す
る
に
は
、
次
の
二
通
り
の
方
法
が
と
ら
れ
る
°
即
ち
、
そ
の
一
は
高
年
令
者
の
死
亡
率
の
時
間
的
比
較
に
よ
り
、
そ
の
二
は
場
所
的
ば

異
る
死
亡
率
の
比
較
に
よ
る
。
こ
の
二
通
り
の
方
法
よ
り
、
こ
れ
に
附
き
纏
う
誤
謬
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

一
九
一
七
年
ま
で
女
子
は
男
子
よ
り
長
き
寿
命
を
保
っ
た
°
然
る
に
一
九
一
七
年
以
後
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
0

そ
の
理
由

と
し
て
、
戦
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
消
費
制
限
が
男
子
寿
命
を
延
長
せ
し
め
た
と
い
う
0

五
0
オ
以
上
の
女
子
人
口
の
死
亡
率
は
当
該
の
男

の
が
誤
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。

替
法
」

(
i
n
d
i
r
e
k
t
e
S
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
n
)
 
と
が
あ
る
。

（
高
木
）

既
述
の
通
り
、
代
替
法
と
は
、
あ
る
大
量
よ
り
他
の
そ
れ
と
同
種
的
な
ら
ざ
る
大
量
を
推
計
す
る
方
法
で
あ
り
、

二
九

慨
述
の
発
生
的
な
関

係
に
あ
る
大
羅
間
よ
り
誘
導
さ
れ
る
発
生
的
統
計
比
率
に
対
応
す
る
も
の
で
り
、
こ
れ
に
は
、
あ
る
大
量
よ
り
そ
れ
を
発
生
せ
し
め
る
環

境
を
推
計
す
る
「
直
接
的
代
替
法
」
(
d
i
r
e
k
t
e
S
u
b
s
t
i
日
t
i
o
n
)

と
、
「
あ
る
大
量
よ
り
、
そ
れ
と
無
関
係
な
大
量
を
推
計
す
る
「
間
接
的
代

前
者
は
重
商
主
義
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
人
口
調
査
に
代
つ
て
行
わ
れ

た
方
法
で
あ
り
、
婚
姻
、
出
生
、
死
亡
の
絶
対
数
を
、
各
地
方
毎
に
標
本
調
査
的
に
調
査
し
、
婚
姻
率
、
出
生
率
お
よ
び
死
亡
率
等
を
決

定
し
、
環
境
に
結
合
し
、
そ
れ
よ
り
平
均
値
を
算
出
す
る
。
「
こ
の
平
均
値
は
、
わ
れ
わ
れ
の
場
合
に
は
、
依
存
す
る
大
量
（
婚
姻
者
大
量

等
）
を
環
境
大
量
（
総
人
口
）
に
結
合
す
る
一
般
的
な
統
計
的
判
断
で
あ
る
」
（
E.
W
a
g
e
m
a
n
n
,
 ibid
、
a.
a. 
o. 
s. 
1
8
7
)

即
ち
、
一
般
的

な
数
字
（
上
述
の
平
均
値
）
を
人
口
な
る
、
求
め
る
数
を
得
る
た
め
に
特
定
の
数
（
婚
姻
数
）
に
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
出
発

点
と
し
て
の
婚
姻
、
出
生
お
よ
び
死
亡
の
絶
対
数
が
誤
つ
て
い
れ
ば
、
更
に
平
均
値
が
大
な
る
誤
差
を
有
す
る
な
ら
ば
、
代
替
法
そ
の
も
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ャ
で
は
六
・
・
ニ
〇
リ
ッ
ト
ル
で
一
六
・
七
人
と
な
つ
て
い
る
0

即
ち
、
そ
の
国
の
一
般
的
な
経
済
的
、
術
生
学
的
状
態
が
死
亡
率
に
決
定

的
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
0

ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
に
附
き
纏
う
不
摂
生
こ
そ
死
亡
率
、
罹

病
率
を
高
め
る
の
で
あ
る
と
い
う
0

即
ち
●
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量
そ
の
も
の
の
み
を
以
て
死
亡
率
を
推
計
す
る
こ
と
は
、
正
し
く
―
つ
の

誤
謬
で
あ
る
。

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
主
と
し
て
ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
立
場
に
則
し
つ
つ
社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
謬
の
体
系
を
述
ぺ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

．
別
の
面
よ
り
誤
謬
を
体
系
づ
け
る
態
度
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
°
た
と
え
ば
、
調
査
者
側
の
誤
謬
、
被
調
査
者
側
の
誤
謬
と
い
う
如
く
、

ス
に
比
し
て
消
費
量
の
差
ほ
ど
強
く
異
な
ら
な
い
0

た
と
え
ば
、

ガ
リ
ヤ
、

才
以
上
の
女
子
死
亡
率
は
一
九
一
三
年
を
一

0
0と
す
れ
ば
、

エ
ス
ト
・
ラ
ン
ド
、

プ
ル

子
人
口
の
死
亡
率
よ
り
著
し
く
増
大
し
た
こ
と
に
は
異
存
は
な
い
0

だ
か
ら
と
て
、
．
ワ
ー
ゲ
マ
ン
は
禁
酒
運
動
家
の
善
意
の
推
論
を
正
し

い
も
の
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
0

戦
争
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
人
間
の
生
活
条
件
を
根
＊
的
に
変
え
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
に
男
子

人
口
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量
の
減
少
が
、
そ
の
、
死
亡
率
を
低
下
せ
し
め
る
か
に
つ
い
て
決
定
的
な
答
は
な
い
の
で
あ
る
0

な
お
統
計
は
、

男
女
の
死
亡
率
が
高
令
者
の
み
で
は
な
く
、
乳
児
、
幼
児
に
も
決
定
的
に
変
化
を
来
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
0

即
ち
、
五

0

一
九
一
九
年
に
は
ー
ニ
六
•
四
に
、
男
子
で
は
一0
0
よ
り
―
一
五
・
八

に
高
ま
つ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
四
〇
オ
ー
五

0
オ
ま
で
の
年
令
階
級
で
は
、
更
に
男
子
人
口
に
於
て
都
合
よ
く
い
つ
て

い
る
の
で
あ
る
0

故
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量
よ
り
死
亡
率
を
推
計
す
る
こ
と
に
第
一
の
誤
謬
が
発
見
さ
れ
る
。

次
に
こ
れ
を
地
域
的
に
み
る
と
必
ず
し
も
両
者
間
に
一
義
的
な
る
関
係
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス

＾
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ー
、

で
は
一
人
当
り
二
0
、
八
五
リ
ッ
ト
ル
の
消
費
量
に
対
し
て
人
口
千
人
当
り
一
六
•
五
人
の
死
亡
率
を
示
す
が
、

ス
ウ
イ
ス
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
と
比
較
し
て
は
る
か
に
小
な
る
消
費
量
で
、
そ
の
死
亡
率
は
フ
ラ
ン

社
会
統
計
に
附
き
纏
う
誤
膠
に
つ
い
て
（
高
木
）

エ
ス
ト
ラ
ン
ド
で
は
三
・
七
八
リ
ッ
ト
ル
で
一
五
・
九
人
、
プ
ル
ガ
リ

゜
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社
会
統
計
に
附
き
謡
う
誤
謬
に
つ
い
て

理
的
な
る
が
故
で
あ
る
。

あ
る
い
は
調
査
票
の
作
製
の
誤
謬
、
そ
の
記
入
の
誤
謬
、
整
理
の
誤
謬
、
誘
瑞
統
計
値
の
算
出
の
誤
謬
、
統
計
値
表
示
の
誤
謬
等
に
よ
っ

て
分
類
す
る
立
場
が
考
え
ら
れ
る
が
、
殊
更
に
わ
れ
わ
れ
が
ワ
ー
ゲ
マ
ン
の
既
述
の
体
系
を
本
稿
に
展
聞
し
た
の
は
、

（
高
木
）

（終

り）

そ
れ
が
非
常
に
論




